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ここに「市立函館博物館研究紀要」第8号を刊行するはこびとなりました。

当館には函館地方をはじめとして道内あるいは樺太地方の植物標本が1万余

点所蔵されており、これらの膨大な資料は長期におよぶ整理作業を経まして、

平成8年度に蔵品目録「植物篇植物標本」を刊行いたしました。これらの大

半は植物学者として著名な菅原繁蔵氏が多年にわたり採集したものからなり、

「菅原コレクション」として知られております。資料整理にあたり、函館植物

研究会の宗像和彦氏に多大なご協力をいただき、蔵品目録には解題を執筆して

いただきました。

本号の巻頭にはこれを踏まえ、「植物学者菅原繁蔵先生のこと－北方植物の

研究に生涯をかけたその足跡」と題した玉稿を頂戴しました。このご論考によ

り菅原コレクションの集積過程および平行してなされた研究活動の詳細が明ら

かにされ、ひいては菅原繁蔵という植物学者の研究姿勢やその軌跡が浮き彫り

にされております。在野の研究者ゆえの障壁を抱えつつも絶えざる研究意欲に

支えられて「地位も名誉も生活すら只々前進をつづけ後からくる次代の人々の

ために…」（本文から）一心に歩まれた菅原繁蔵氏の姿には多くの学ぶべきも

のがあります。氏から直接の手ほどきを受けたという著者は、その人となりを

紹介するにもっともふさわしい方であります。この場を借りて宗像和彦氏に謝

意を表します。

次に当館学芸係長の長谷部一弘による「在サンクトベテルブルグアイヌ資料

の研究-MA3所蔵アイヌコレクションについて一」を掲載しました。平成7

年に当館に対して千葉大学の荻原腫子教授からサンクトペテルブルグ人類学民

族学博物館に所在するアイヌ資料の調査（文部省科学研究助成費事業）に協力

依頼があり、長年、当館において民族分野を担当している著者を派遣しました．

資料計測や実測図の作成など限られた日程のなかで精力的な調査活動が行われ

ましたが、本論はその資料調査（平成7．8年度に実施）の成果によるもので

あります。

本論文では生活用具を中心とした糖綴な調査結果が報告されているほか在ロ

シア資料の主な収集者のピウスツキーと当館所蔵の「アイヌの生活用具コレク

ション」（国指定重要有形民俗文化財）の収集者馬場傭に関する興味深いエピ

ソードなども紹介されています。本論がアイヌ文化の研究のさらなる進展に資

することを願ってやみません。

平成10年3月31日

市立函館博物館長

菅 原 繁 昭
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植 物学者菅原繁蔵先生のこと

－北方植物の研究に生涯をかけたその足跡一

1はじめに

植物分類学者菅原繁蔵先生（1876～1967）

は、大正末期から昭和30年代初にかけて北日

本の植物、とくに樺太・北海道の分布植物に

ついて調査研究を深められ、膨大な採集標本

を基に数多くの研究資料と文献を残されてし

る。

そのいずれも、後の植物学界と研究者にと

って貴重な価値ある資料とされているが、な

かでも樺太分布植物について著された「樺太

植物誌(1940)J(全4巻1,957頁、892図

譜）は、当時まだ研究者による植物調査が十

分でなく未知の部分が多かった樺太地域の分

布植物について、自らの足でほぼ全域を踏査

し30,000点余の採集標本を得て、それを基礎

資料として樺太の植物相を解明したものであ

り、労苦はもとよりであるが、その内容のも

つ学術的価値は今なお高く評価されるもので

ある。

この樺太植物の調査では、それが新種と認

められ、学名・和名に「sugawara・スガワ

ラ」と付し学界に報告された植物種も多い。

先生の函館での生活は、北海道学芸大学函

館分校（現北教大函館校）に講師として招力

れた1952年（昭和27年）から郷里山形に戻ら

れる1959年（昭和34年）までであるが、その

間もご高齢ながら精力的に各地の調査に出向

かれ、「函館山植物誌」（1958）をはじめ数多

くの研究文献を著されている。

宗 像和彦

この「函館山植物誌」は、「函館植物誌」

(1932山本・塚本）とともに郷土函館の植

物資料として、数少ない貴重な基礎資料文献

である。

また一方、ご自分の信条であるとして、地

域の人々の郷土植物への関心と知識の深まり

を常に図られ、大学において植物分類と系統

学の講義や観察実習で学生に指導するだけに

とどまらず、社会人に向けた植物講座の設立

にも努められた。

その成果として1953年に市民講座「函館植

物愛好の集い」（1955年に函館植物研究会と

改称）が誕生した。この講座は当初は図書館

行事であったが、後に博物館講座、次に博物

館友の会研究部、さらに現在は市の組織から

はなれて市民の植物研究団体「函館植物研究

会」としてその歩みを続け、先生の設立趣意

は世代を重ねて脈々と受け継がれている。

1967年7月、満91才の生涯を郷里で終えら

れたが、山形に戻られた後も植物研究への情

熱は止まず各地に採集に出られ、また北海道

にも幾度か来られていた由と聞<

1969年、残された未整理の胎葉標本10,000

点余が子息憲光氏から市立函館博物館に寄贈

され、博物館の永年の努力により1996年秋

｢菅原コレクション」として整理完成された

先生は尋常小学校卒業後、独学で教員免許

を取得、教職勤務の過程で生涯をかける植物

学への道に進まれている。研究に必要な諸々

の基礎知識や語学等々は勤務の間をぬい、自
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市立函館 博物館研究紀要第8号

ら大学や研究機関に通い身に付けられている。

大学や研究機関に所属することなく、全て

が勤務の合間をみての自費による調査研究、

時間的にもまた経済的にも難難辛苦の日々で

あったと子息憲光氏は述べている。

また大学や研究機関に所属しない研究者力

味わった、今一つの苦しみとして

…学界というところも、その頃は民間の研究

者にはかなり手の届かない場所で、あえて植

物ばかりではありませんが、資料を送ってし

る間はどの先生も民間学者を笑顔で迎えてく

れるが、一旦その資料を独自で研究しはじめ

たりすると、急に冷たくなったりすること力

あり、こういうことで父も苦しんだようです．．

とも語っている。

私は「菅原コレクション」の整理でその一

助を担った者として、博物館蔵品目録植物篇

の初に先生の略歴と主なる研究著書を紹介さ

せていただいた。しかしその内容は、植物を

生涯の相手としてその研究に人生の全てを力

け、後世の資となる研究成果を数多く残され

た「偉大なる植物学者菅原繁蔵」を知るため

には、甚だ微なるものと自戒している。

そこで、その際に割愛したもの、また子息

憲光氏が博物館に所管を委ねた諸資料と私の

手元にある先生の諸著書等を参考に得たその

後の新知見を加えてその足跡を記し、人間と

しての菅原繁蔵先生をより深く知る資となれ

ばと考える。

2辿った道

1876年（明治9年）7月15日

山形県北村山郡東郷村大字白水にて

父保蔵、母テツ、の長男として誕生。

．ご両親は農業を営む。

少年時に昆虫採集に凝るが母から殺生だ

と苦言をもらい、次に路傍の草の標本づく

りに苦心、今度は殺生にあらずとして、母

から押し葉の方法と草木の名をいろいろと

教えられたとのこと、著書にも書かれてし

るが、採集にお供した際にもよく話されて

いた。また母がよく名を知っているので、

母が名の知らない草木はないかと探したと

も話されていた。

・独学で教員免許を取得。

・山形県各地で小学校教師を歴任。

21才（明治30年）の頃、西村山郡本道寺

小学校訓導のとき、モウセンゴケをみつけ

植物への関心をより深いものとする。

1901年（明治34年）

北海道に渡る。

一時教職を辞し、ハッカ、ウイキョウ、

サフラン、トウゴマ、ジョチュウギク、

センキュウ、ワウレン（オウレン）など

薬草栽培を試みる。

父上がハッカ栽培に従事したことがある

とのことで、その影響とも考えられる。

1909年（明治42年）

天塩国上築別小学校訓導として、ふたた

び教職につく。

その後、湧別などで小学校訓導を経て、

中川郡安平志内小学校長となる。

教職に復帰後、昆虫研究への機会と良き

指導者を得て、しばらくは昆虫採集研究に

勤しむ。

1913年（大正2年）

中川郡安平志内小学校長当時、ヒメギフ

チョウを採集、北海道で初の報告として、

北大松村松年教授により学会誌に紹介され

る。

1918年（大正7年）

安平志内小学校長として、東京、札幌、

旭川など各地の理科講習会に出席し、郷土
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宗像和彦：植物学者菅原繁蔵先生のこと

植物研究の大切さを強く感じ、この年から

植物採集と調査に積極的に取り組む。

中川・稚内間の植物、札幌付近及び手稲

と藻岩両山の植物、羊蹄山の植物、富士u

の植物、京都付近の植物、などの採集行に

出向く。

1921年（大正10年）

樺太への植物採集行で樺太植物に魅せら

れ、永住探査を決心する。

1922年（大正11年）

6月、深草小学校長として赴任、樺太で

の植物研究生活がはじまる。
とよはら

7月、豊原郊外でエフデタンポポ（新称

植物)、オクエゾガラガラ（樺太南半での

分布初確認）を発見し、宮部金吾博士によ

り学会に報告される。

1925年（大正14年）

8月に摂政宮、高松宮、久迩宮が来島さ

れる際にむけて、献上脂葉標本の作成のた

め樺太庁植民課の嘱託に任じられる。
かいばとうまぬ い と ま り い < し ゅ ん な い あ ん ぺ つ

海馬島・員縫・泊居・久春内・安別間、
しすかとうそ

直縫・敷香間、突阻山、などの採集標本を

整理作成し、22科、55種、を献上する。

1926年（大正15年）

1923年（大正12年）から手掛けてきた、

「尋常小学校理科害に於ける植物教材の郷

士化研究」（野田教育会）を刊行。

1928年（昭和3年）

2月、樺太庁豊原博物館勤務（豊原町、

後に豊原市）となる。

9月、郷里山形付近にも採集にでる。

1930年（昭和5年）

6月頃、息女の病重〈療養のため神奈j｜

県茅ケ崎に数か月滞在する。

その間、東京周辺の植物研究者との親交

を深める。

1931年（昭和6年）

史跡名勝天然記念物保存規定（樺太庁令

が施行され、委員に任命される。

「樺太南半植物概況」を刊行

101科401属787種206変種、計1,040種

標本2,000点

1934年（昭和9年）

「本斗郡植物誌」（本斗教育会）

「樺太の禾本科」

「樺太の木本」を刊行

1935年（昭和10年）

「樺太の渉草科」を刊行

12月、樺太植物図誌原稿編纂完了

（全5巻1,700P.)

104科424属1,292種

脂葉標本32,000点

1936年（昭和11年）

「天然記念物報告書」（1）（2）

「樺太敷香地方植物誌」

「郷土化せる植物教材研究

（尋常科理科害)」落合教育会

「落合小学校を中心としたる植物目録」

落合教育会

を刊行

1937年（昭和12年）

「樺太の植物」を刊行

12月12日（日）、東京学士会館に於いて

「樺太植物図誌刊行記念会」（刊行会）が

行われる。

1940年（昭和15年）

「樺太植物誌」(I～Ⅳ）刊行完了

当初の樺太植物図誌（全5巻）を、樺一当初の樺太植物図誌（全5巻）を、樺太

植物誌（全4巻）として改編墓、全4巻刊

行完了まで、昭和12年から15年までの4年

を要した。

1941年（昭和16年）

「樺太植物誌」の発刊などの研究功績に

より、北海タイムス文化賞を受ける。
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市立函館博物館研究紀要第8号

1944年（昭和19年）

1月7日、スエ夫人逝去される。

・樺太教育会より表彰を受ける。

・樺太より引上げ、子息憲光氏宅（東京葉

山）に寄寓。引上げの際、樺太庁豊原博

物館に標本を寄贈する。約15,000点。

1945年（昭和I'll年）

69才の高齢ながら、北方植物とくに日本

海諸島の植物研究への意欲から、終戦直前

の春、再度北海道に渡り、江差中学校（後

の江差高校）教師となる。

・利尻、礼文、奥尻の植物調査にあたる。

・江差高校に標本を寄贈する。約5,000点

1952年（昭和27年）

北海道学芸大学函館分校（現北教大函館

校）に生物学教室講師として招かれ、植物

分類学・系統学等についての講義を担当さ

れる。

1955年（昭和30年）

「日本海諸島植物分布の概要」について、

日本植物学会（20回広島）で研究成果を発

表する。

・日本植物学会で表彰を受ける｡

1956年（昭和31年）

「樺太の植物総括偏・地衣類・苔蘇類」

を刊行

「樺太植物の総括」について、日本植物学

会（21回札幌）で研究講演を行う。

1957年（昭和32年）

北海道学芸大学函館分校講師を依願退職。

昭和31年12月辞職願提出、

昭和32年2月退職辞令受。

非常勤講師として、植物分類学・系統学に

ついての講義を担当されつつ、研究調査や

標本整理をすすめ、各地の植物についての

文献資料を表す。

1958年（昭和33年）

「渡島大島・小島の植物誌」

「函館山植物誌」

「北海道植物名鑑」を刊行

・函館市文化賞を受ける。

・北海道学芸大学函館分校に標本を寄贈す

る。

寄贈標本は維管束植物（23,569点）

蘇苔・地衣類を含め約30,000点。

函館分校生物教室の標本室に収納する。

1959年（昭和34年）

「北海道南部の文化財」

「北海道のヨモギ属と小学校植物教材薬用

ヨモギ属、ミブヨモギ」

を刊行

・北海道文化奨励賞を受ける。

5月、郷里の山形県東根市神町に戻られ

る。

1960年（昭和35年）

「マキシモウイッチ小伝」を刊行

1962年（昭和37年）

「利尻島の植物」利尻町教育委員会

を刊行

1967年（昭和42年）

7月、郷里山形東根市神町でご逝去。

満91才

ご逝去のようすを、ご子息憲光氏は「植

物に魅せられた亡父の生涯」のなかで次の

ように語られている。

…父は去る1967年7月の暑いさ中に、生ま

れ故郷の縁者に取り囲まれながら、静かに

大往生をとげ、「会費を納めなくてもよい

のだよ」と喜んでいたその日本植物学会特

別会員の老民間学者は、枯木の如く死の床

に横たわり、ついに植物の母なる大地へと

かえってしまいました。一世紀近くもかか

って集めた膨大な遺産、古新聞紙のうず高

い山をこの世にのこして…
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宗像和彦：植物学者菅原繁蔵先生のこと

1969年（昭和44年）

子息菅原憲光氏、市立函館博物館に標本

を寄贈する。寄贈標本、約10,000点。

その人の一生を、他の人間が自分の思惑で

評価や解説をすることは許されない。

しかしご子息憲光氏の次の言葉は、先生の

生涯通しての信念と、生き様を語るものであ

ろう。

…父はこの長年月の間を、地位も名誉も生活

すら犠牲にして悔いなく、只々前進をつづけ

後からくる次代の人々のためにもと、驚くべ

き数の植物標本を完成したのであります。

父の後から誰が来るか分かりません。し力

し必ず誰かが来るということは間違いない事

実です…

…父は、強烈な現実を生き証人として、黙々

と尊い自然科学の下積みの一生を、見事貫き

とおした人でした…

3樺太採集種で、学名・和名に｢sugawara

・スガワラ」の名が付された植物種

1PoasugawaranaH.Koidz.

カラフトソモソモ

2PoasugawaranaOhwi.

カラフトソモソモ(上と別種）

3CalamagrostislapponicaHartm.

folm.monstruosaMiyabeetKudo

スガワラノガリヤス

4CalamagrostissugawaranaH.Koidz

ホソノガリヤス

5SasasugawaraeNakai

ウラゲカラフトザサ

6SalixsugawaranaG.Koidz.

ススヤナギ

7MalandriumoffineJ.Vahi.

スガヮラビランジ

8Pulsatillasugawarai

MiyabeetTatewaki

カシポオキナグサ

9ActinidiasugawaranaG.Koidz.

ススヤマタタビ

10TaraxacumsugawaraiH・Koidz.

スガワラタンポポ

11CelastiumsugawaraiKoizumietOhwi

オクエゾミミナグサ

12EpilobiumsugawaraiKoizumi

オクエゾオオバアカバナ

以上の12種は、当時の権威ある分類学者等

がそれぞれに自分の専門分野のなかで、明ら

かに新種あるいは国内初の植物種として認め

学名や和名に「sugawara・スガワラ」の名

を用いて命名したものである。

尚、その後に先生の研究がより幅広く進め

られる過程で、新種として先生が命名された

植物種も数多くあるが、この稿では略させて

いただく。

41955年（昭和30年）以降の

研究著書と報告など

先生は、函館在住の期間、この地を樺太に

次ぐ研究の第2の根拠地とされ、以前から蓄

えてきた資料と構想の整理や新たな調査研究

に取り組み、多くの研究物を表し、また研究

結果の新知見を講演のなかで発表されている。

これらには、現在でも北海道と<に道南や

函館地域の植物を論ずる際には、必須とすべ

き研究資料が多いが、その中のいくつかをあ

げてみる。

1）函館山植物誌（1958年；

－5－



市立函館博物館研究紀要第8号

市立函館図書館叢書

終戦直後の1945年から1957年までの植物調

査結果をまとめ、

維管束103科356属618種29変種4品種

計647種

燕類16科23属36種

苔類3科5属6種

変形菌9科16属29種3変種

を報告。

これは函館山植物についての初めての調査

資料である。

そのなかで、函館山の植物相とその植生力

もつ特質とその貴重さについて、「函館山は

北方唯一の自然公園であり、全道一の貴重な

る戸外文化財として、これを保護し、学術研

究・科学新興の淵源たらしむく〈努力するは

我ら市民の責務であり、子孫へ伝う遺産であ

る」と述べている。

2）渡島大島小島の植物誌（1958年）

（＝離島大島小島の植物誌）

大島は1952年から1954年にかけ延べ10日間、

小島は1952年と1954年に延べ13日の調査結果

で、

維管束植物

大島48科147種

小島54科128種

を報告。

この結果と利尻島など周辺地の植物相と対

比し、

利尻島のリシリオダマキは小島に、リシ

リスゲ、リシリイワデンダは大島に、

オオツヅラフジは函館山と大島に、フギレ

オオバナノミミナグサは八雲付近と小島に

オニオトコヨモギは青森県権現ini:と小島と

その対岸に生育することから、

この事実は「小島・奥尻・大島は、余り遠く

ない地質年において陸続であった」という根

拠の一つであると論じている。

3）日本海諸島植物

分布の概要（その2）（1958年）

渡島小島・大島・奥尻島・天売島・焼尻島一

利尻島・礼文島・海馬島の分布植物について

12年間、延べ210日の基礎調査の結果、

北海道南端から海馬島間の8島に自生すそ

シダ（羊歯）植物以上の植物について

通計123科401属1251種を報告し、

更に、本州・北海道・樺太産で海馬島・謹

文島・利尻島に分布されているものと、8島

に共通分布されている植物についてまとめ、

植物地理学上の参考として、次のように分室

植物を整理されている。

(1)海馬島に止まる植物24科35属40種

(2)礼文島に止まる植物22科31属33種

(3)利尻島に止まる植物27科29属43種

(4)海馬島・利尻島・礼文島に共通産の植物

11科14属15種

(5)8島に共通産の植物14科16属18種

4）北海道植物名鑑（1958年）

既刊の樺太植物誌についで、先生が第2の

使命として編墓途上の「北海道植物誌」から‐

図版、検索表、出典、参考文献などを削除し

北海道植物名鑑として出版、北海道での自生

種、帰化種、栽培種等の網羅を図ったもので

ある。

第1版l.OOO部は道内僻地の全小中学校に

寄贈され、2版は希望者に頒布された。

その後に予定された「北海道植物誌」の出

版が、諸般の事情で未完であったことに痛惜

の念を抱く。

5）利尻島の植物（1962年

－6－



宗像和彦：植物学者菅原繁蔵先生のこと

1940年と1951年に延べ40日の調査結果とこ

て維管束植物

90科303属515種12変種12品種

計540種

を報告。

また礼文島、海馬島の調査結果についても‐

比較資料として次のように付記している。

礼文島87科301属508種

海馬島74科･237属460種

6）マキシモウイッチ小伝(1960)

市立函館図書館叢書

日本の植物学の発展に多大な貢献と影響を

もたらした、東亜植物の研究で著名なロシア

の植物分類学者カール・ヨハン・マキシモウイッ

チ（1827～1891）は、東亜植物の調査途上で

1860年9月に函館を訪れた。

マキシモウイッチは翌1861年11月までの1

年余り函館に居をおいて、雇用した日本人須

川長之助の手をかりて函館を中心とした道南

地域での採集調査を行った。その後1963年2

月まで日本各地を訪れて数多くの植物標本を

集めたが、その中には当時としては未だ学術

上の名（学名）をもたない植物種が多く、マ

キシモウイッチにより命名された植物種も多

数であった。日本の植物でマキシモウイッチ

の命名によるものは260余種に及んでいる。

1960年はマキシモウイッチが函館を訪れて

100年目に当たる事からそれを記念し、マキ

シモウイッチの生涯と日本植物学界に残した

業績を詳細に著された。

7）講演発表されたもの

函館植物研究会講座では、ご自分の今まで

の諸研究の概要とその後の補足、最近の調査

研究結果などを講演され、人々の植物への興

味関心の高まりや研究の勧めに努められた。

その中から1958年に講演されたものをあげ

ると

（1）北海道南部の帰化植物について

（2）函館山麓のシカギクと

コシカギクについて

（3）函館のヨモギ属と小学校植物

教材薬用ヨモギについて

（4）函館山と北海道のトクサ科について

（5）北海道のケシヨウヤナギについて

（6）函館山と北海道の

Verbscum属について

（7）1958年度の植物新報知の総括(その1）

（8）再び大島・小島の

植物分布の概要について

である。

一年間で8回もの講演をされ、そのいずれ

も単なる講義ではなく、研究発表という内容

が主となっている。

これは先生の日々が、植物相手の弛まぬ研

究の歩みであることを示すものであろう。

5菅原先生と植物標本

植物の分類と分布に関わる研量究にとって、

脂葉標本は種の同定と記載、また根拠（証拠

や後の研究資料などとして必須物である。

菅原先生は、その植物研究の資料として膨

大な数の植物標本をつくられたが、その数に

著書に記されたものだけを概数的にみても、

実に60,000点となる。

この数は、機械的に1日3点として連日続

けて55年を要する数である。

しかし謄葉標本の一般的な作成過程は、植

物体を新聞紙に挟み、その上下に乾いた新聞

紙を積み、上から重しをかけ、数日間は1日

に2～3度の新聞紙交換、それを植物体が乾

燥するまで継続し、乾燥後は台紙に形を整え

－7－



市立函館博物館研究紀要第8号

て貼付し、ラベルに必要内容を書き入れて完

成となる。

これを知って、60,000点という標本数を

みると、あらたな驚きを感じる。

更に、標本作成前の採集調査、得た標本資

料を基にする研究のまとめ、などに要する労

力や時間などを考え合わせたとき、強烈な執

念で生涯の全てを植物にかけ、超人的な気力

と体力で突き進んだ学者菅原繁蔵の姿が見え

てくる。

子息憲光氏は前述の「植物に魅せられた亡

父の生涯」のなかで

…この父の一生というものは、すべての生活

を北方植物に捧げつくした草狂人の歴史と申

してよいでしょう。それは世にも稀なる人間

記録にちがいありません…

と記している。

先生は、作成された謄葉標本を、その地域

に資するとして数多く寄贈されているが、そ

の寄贈先と数について記録などから知る限り

は、次のとおりである。

1944年樺太庁豊原博物館約15,000点

1952年江差高等学校約5,000点

1958年北芸大函館分校

維管束植物23,569点

蘇苔・地衣約6,000点

1969年市立函館博物館約10,000点

上記について、樺太博物館での現状は不明

であるが、ロシアは博物資料に関する関心が

高いと伝えきくので、終戦前後の混乱で散逸

が免れた場合には、いずれかに保存されてし

ると希望的に考えたい。

江差高校のものについての保存状況は未確

認である。

北芸大函館分校（現北教大函館校）の標本

は、1991年に北大農学部に移管されている。

函館博物館のものは「菅原コレクション」

として整理所蔵されている。

尚、先生の研究の中核資料となる標本は、

当時の北芸大函館分校（現北教大函館校）に

寄贈のものにほぼ含まれ、「sugawara・スガ

ワラ」の名が付された基準標本（タイプ標本

もその中にある。第2の研究地である函館に

と強く望まれての寄贈であったが、移管の経

緯はともかく、北方植物研究の資料として適

切に保管され、後の研究者に資されるのであ

れば先生のご遺志は生きると考えている。

6おわりに

先生に関わる諸資料に目を通していると、

思いは40年前に駆けもどり、羊蹄山にご一緒

し、急斜地なので先生のザックを背負いましょ

うと声をかけた際に、「ありがとう、でもリュッ

クを背負ったまま半世紀過ごしたから、これ

がなければ体がふらふらしてだめなんだ｣、

｢助けてくれるなら後ろから腰を押してくれ

よ」といわれ、汗だくで押し登ったことなど

が次々と思いだされ‘懐かしかった。

北方植物の解明を自己の信条として、ひた

すらにその道を歩かれ、函館を第2の研究の

場としてこの地を愛された菅原繁蔵先生の生

涯を、お世話になった者の一人として私の手

に入る範囲の資料で追ってみた。

また、菅原コレクションの目録で記した略

歴等で、その後に間違いと判明した部分はこ

の稿で修正させていただいた。

しかし、私が先生のご指導を得るようになっ

たときのお年は既に80翁に近く、年代差もあ

り、また主なるご研究の場は樺太という今で

は遠い地でもあることから、その地での先生

の歩みの事々は、時折の思い出ぱなしで断片

的にお聞きしたのみである。

したがって記した内容には、まだまだ不備

－8－



宗像和彦：植物学者菅原繁蔵先生のこと

や不足が多いと考えられる。その点ご容赦し

ただき、ご指摘いただければ幸せである。

（函館植物研究会副会長〉

[付記］参考とした資料等についZ

子息憲光氏が博物館に所管依頼の諸資料

植物に魅せられた亡父の生涯

講演集寒川光太郎

郷土動植物資料展出陳目録(1960)

市立函館図書館

樺太植物誌（全4巻）（復刻版）

樺太の植物（総括篇・苔蘇篇・地衣篇）
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

樺太植物の総括（学会講演要旨）

日本海諸島植物分布の概要（2）

函館山植物誌

離島小島大島の植物誌

北海道植物名鑑

マキシモウイッチ小伝

利尻島の植物（原稿）

北芸大紀要（第二部）10巻2号

菅原繁蔵収集脂葉標本目録（1959）

4～12は菅原繁蔵著
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植物研究会の観察会風景

（函館市赤川地域）

中央：菅原繁蔵先生

昭和32年9月16日

植物研究会の観察会風景

（函館市赤川地域）

中央：菅原繁蔵先生

昭和32年9月16日

北海道学芸大学函館分校の生物教室の

標本室に収納された標本棚と標本

昭和33年秋標本室で標本整理をする

菅原繁蔵先生（当時82歳〉
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宗像和彦：植物学者菅原繁蔵先生のこと

菅原繁蔵氏命名による植物（菅原コレクションより

ヒカケノカズラ科Lycopodiacese
ハリトウゲシバ

LycopodiumserratumThunb・var，cifoliumSugawara

バラ科Rosaceae

コジマキンバイ

PotentillaKozimaensisSugawara

－11－

ナデシコ科Caryophyllaceae
サムカワミミナグサ

CerastiumasamukawaensisSugawara

マメ科Leguminosae
オオシマモメンヅル

AstragalusosimensisSugawara
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菅原繁蔵氏自筆植物画

塁聖
雲
歩鋼

““
一

a画.

●■P『＝

ま

亀

狼

科Violaceae

レ属Violasp

レ
ミ

ミ
ス

ス

ﾉﾘ

劃
､ー

鱗
－

壷

謡く、 曇二
随産吾

零

アカバナ科Onagraceae
ミズタマソウ属Circaeasp
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宗像和彦：植物学者菅原繁蔵先生のこと

鍵菖

塞患

ニシキギ科Celastraceae

ツルウメモドキ属

Celastrussp.

､更

蛙_、

~､)、
〈。巳、

至論

／

:43

／リ

＝

カバノキ科Betula

ケヤマハンノキ

Alnushirsuta

◎蕊…科……
ヒロハツリバナ

ア Euonymusmacropterus
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Lp■ず,■

npL界'一

防xpq』些

_一＝一一一一二

マメ科Leguminosae
オヤマノエンドウ属Oxytropissp

チャセンシダ科

コタニワタリ

Aspleniaceae

Phyllitisscolopendrium(Linn.)Newm
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宗像和彦：植物学者菅原繁蔵先生のこと

マツ科Pinaceae

アカトドマツ（トドマツ

Abiessachalinensis(Fr.Schm.)Masters

ヤナギ科

ナガバヤナギ

Salixsachalinensis

formaaequitriens

－15－
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Kimura

Sa
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＃
licaceae

メヤナギ

ronaicaKimur

キヌヤナギ

Salixkinuyanag Kimura
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スイセン科Nymphaeaceae

ヒツジグサNymphacetetragona
Georgivar.angustaCasp.

キク科Compositae

タンポポ属Taraxacumsp.

シソ科Labiatea

トウバナ属Cliuopodiumsp
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在サンクトペテルブルグアイヌ資料の研究

－MAS所蔵アイヌコレクシヨンについて－

長谷部一弘

タライカ湾、シラハマ、ニイトイなどが具体

的収集地としてあげられる。その中でロシア

の民族学者ブロニスワフ・ピウスツキーによっ

て1903年から1914年にわたり北海道、サハリ

ンで収集された六つのアイヌコレクションが

全体の約8割を占め、北海道、樺太アイヌ資

料の充実が目立つ。

約1,400件にのぼる¥¥A所蔵のアイヌ資

料は、生活用具の‘性格上おおまかに信仰・儀

礼用具、狩猟・漁携・採集用具、調整・加工

用具、調理・調度用具、収納具、運搬・補助

具、楽器、喫煙具、服飾具、玩具、住まい、

絵画・習字・書類、加工材料等に分けられ、

千島、サハリン、北海道という地域を異にし

たアイヌにおける生活用具のほとんどを網羅

している。以下に、その特質を示す資料内容

を具体的に列記紹介してみたい。

収蔵資料のうち精神文化を象徴する信仰・

儀礼用具は、その多数を占め、棒酒箆、木幣

を中心にクマ送り儀礼等に関わる資料が目を

引く。特にヤナギを材料としたクマの飾り背

負い帯であるポンパケは、雄雌用があり、神

の国への土産として食物、マキリ、スキーな

どを携えている。占い・祈願具として用いら

れた陸獣を主とする頭骨は、エゾオオカミ、

キツネ、イヌ、ウサギ、カメ、アホウドリに

および、中でもエゾオオカミの頭骨は、在日

本資料にほとんど類をみない稀少資料である

また、箱形の神棚や「天照皇大神宮」のお札

は、伝統的な信仰観を有しながらも和人社会

f弓匂い
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サンクトペテルブルグ人類学民族学博物館

<MA3のアイヌ資料＞

ロシア連邦科学アカデミー所管のサンクト

ペテルブルグ人類学民族学博物館(pocciiiia

AflAK.UHMIIilIIAyKMyseilaHipono.io『HII1!3T

norPaciniiiMJIeipa8e.uiKoro略称:¥¥A

における二カ年におよぶアイヌ資料･の民族学

的調査は、北海道、サハリン、千島地域のア

イヌ資料約1,400件という膨大な資料の確認

をもたらした。これらの資料は、古くは1740

年代以前のピヨートルー世によるクンストカ

メラ(Kynotkamepa)時代に収集されたもの力

ら1947年の第二次世界大戦後に収集されたも

のまで実に二世紀にまたがる収集資料である
【'2

．収集されたアイヌ資料は、ロシア民族学、

博物学の先達レオポルド・イワノヴィッチ・

シュレンク、レフ・ヤコヴレヴイッチ・シュ
3

テルンベルグらを含む収集者によりおおよそ

25のコレクションからなり、収集地には、北

海道の函館、敷生（現白老町)、サハリンの

マウカ、ナイブチ、ナヨロ、セトロ、シスカ
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に組み込まれていったアイヌの歴史的状況を

示すものである。

狩猟・漁携・採集用具は、シカ、クマ、テ

ン、キツネなどの陸獣、アザラシなどの海獣一

サケ、マスなどの魚類、海鳥捕獲に用いられ

たもので実物資料のほかに模型として製作さ

れたテン捕り用仕掛け戻等が多様に存在する。

とりわけ、キテ（錨）のほかアザラシ猟の際

に使用するアザラシの休憩場を意図的に海面

に浮かべる木製のおとり板や松枝で作られた

カモフラージュ用盾は、初見のものである。

さらに冬期の氷原における海獣狩猟具として

先端に舌状の滑走面を有する滑走話、海獣骨

による逆円錐状の頭部をもつ鳥打ち矢は、樺

太、北海道アイヌの自然環境を捉えた有効な

狩猟手段を物語る。漁携具に関しては、マレ

ク（突き釣)、釣針、建網、テシ模型などがあ

り、特異なものとして先端が三叉状を呈する

ウニ採り具がある。また、採取用具としてオ

オウバユリ根の掘り具、カワシンジュガイ製

の穂摘具がある。

調整・加工用具は、日常生活用具を作り上

げるものとして多岐にわたっている。主なも

のをあげれば、服飾製作に関わるものとして

アットゥシ織り機、イラクサ織り機、エムシア

ッ織り機、帯織り機、糸巻き、紡錘車など力

あり、中でも樺太アイヌの衣服であるレタル

ペ用のイラクサ織り機は、オサにそのまま糸

が通されたほとんど実見することができなし

稀少資料である。また、最も注目される資料

のひとつに樺太アイヌの鍛冶用具がある。確

認された鍛冶用具は、木製箱形フイゴ、羽ロー

火掻き棒、カナシキ、クサビ、ヤットコ、タ

ガネ、カナヅチの用具一式からなり、明治期

の樺太アイヌにおける製鉄技術の存在を裏付

けている。その他、テンの尻尾など獣皮のな

めしや乾燥に使用した皮革加工具、クマ肉吊

し用などのクマ肉処理具も含まれる。

調理・調度用具は、身近な身の回りの生活

必需品や祭礼時等に利用されるもので、器面

に調理痕を留める盛り付け用のイタ（盆)、

鉢、匙、フォーク、枕などの寝装具、松明の

照明具、行器、耳盟などの儀礼の際の調度具

ゆりかごなど広範囲にわたり、背中がかゆし

時に使用する孫の手やへラ状の雪かき具も現

存する数少ない調度用具のひとつである。こ

の中には、函館ハリストス正教会の司祭を勤

めたアナトリイの手を経たイタも含まれてし

る。

収納具は、加工用具をはじめとする日常使

用される貴重品を納めておくもので、大切な

女性の手仕事の道具としての針入れや調理に

欠かせない素材のための油入れ容器などが含

まれ、世界的にも数少ない千島アイヌのテン

キグサ製ムリッチもそのひとつとしてある。

運搬・補助具は、模型を含め陸地、海洋用

の船、榛、イヌ鶴用具、かんじき、スキー、

ストック、背負い縄と老人用杖がある。船は

そのほとんどが模型で、外洋船イタオマチプ

(板綴船）をはじめとしてクジラヒゲ等の結

束素材を含め船体構造を極めて正確に復元し

ているものである。樺太アイヌのイヌ標用具

は、12頭用の鈴、スイベル（よりもどし）付

イヌ連結革帯や榛制御棒、イヌ用頭飾り、留

め具、首輪が一連の資料としてある。冬期の

移動用運搬補助具として利用されたかんじき

は、固雪用のチンル、柔雪用のテシマがあり

加えてひょうたん形を呈する従来の固雪用チ

ンルの形態に木製板状の両耳を備えた新たな

タイプのかんじきが存在することを確認した。

なお、かんじきは、元来樺太アイヌでは一般
（4）

に用いられなかったようであり、サハリン西

海岸マウカ収集のテシマも、「エゾ島からの

借用」として記録されている。
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アイヌ文化の音色を伝える楽器は、サハ'，

ン西海岸のムックリ、トンコリの弦楽器があ

り、トナカイの腰によって製作されているト

ンコリ弦も添えられている。

噌好品として使用された喫煙具は、自製の

サビタ製イキセリ、樺太アイヌの滑石製シマ

キセリの煙管、サケ皮製火打ち入れ具がある‘

その中には、移入品と考えられるアヘン用の

水煙管なども含まれている。

収蔵資料の中でもその多くを占める服飾具

は、衣服、下着、装身具、被りもの、履き物

などにおよぶ。衣服は、オヒョウ、シナ製樹

皮衣、イラクサ製草皮衣、ルウンペ、カパラ

ミプ、チカルカルペの木綿衣、アザラシ製獣皮

衣、サケ製魚皮衣、和製着物などがあり、特

に、1826年のロシア帝国海軍省による千島収

集のオヒヨウ布地にイラクサ糸で襟、袖等に

施文された樹皮衣や1904年（明治37年）のビ

ウスツキー収集資料カパラミプの存在は、こ

れまでの衣文化における製作技法と製作年代

を大きく塗り替えるもので、これまで製作起

源を大正期としてきたカパラミプを明治期ま

で遡らせることとなった。また、樺太アイヌ

の特徴的な防寒用イヌ侭搭乗スカート状腰当

てや和人からの移入品である木綿製着物など

もみられる。下着は、男性用樺、股引、女性

用下帯があり、服飾文化の中でも見過ごされ

がちな下着の存在を示す貴重な発見である。

樺は、樺太アイヌのイラクサ製、北海道アイ

ヌの木綿製のものがあり、日本国内では未確

認の資料である。女性用下帯である樺太アイ

ヌのチャハチャンキ、生理用下帯、子供用お

むつも数少ない資料として収集されている。

服飾具の中には、信仰、儀礼に大きく関わる

資料もみられ、腹痛等治癒目的のお守り、身

体保護に使用された木綿製腹帯、胸帯、乳帯一

妊婦帯がある。これらには、護符として帯の

要所に木製のマキリミニチュアやイナウ飾り

などが付されている。また、服飾具の中でも

その多くを有する帽子は、防寒具、狩猟用偽

装などを目的として使用されたものが目立つ‘

中でも、樺太アイヌの海鳥胴部の羽毛、毛皮

素材を帽子に仕立てているものや鳥羽とテン

などの獣皮によって製作されているものは、

防寒機能を兼ね備えた狩猟手段として用いら

れた数少ない被りものである。ヤナギの削り

かけに撚りをかけて巻かれたいわゆるイナウ

笠や日除け用目覆いも数少ない樺太アイヌの

特徴的な被りものとしてある。履き物は、サ

鳥羽帽子、イナウ笠などの服飾具

ケ、アザラシ等の魚皮製、獣皮製靴、プドウ

ズル製草畦がある。これら履き物の使用方法

を具体的に示すカンジキに取り付けられたケ

リやスゲ製義足に草蛙を履かせた資料の存在

も、注目に値する。その他多彩なアイヌの服

飾文化を物語る資料は、カニクフ（シャマン

用金輪付帯飾り）、首飾り、頚飾帯、耳飾り

等々多岐におよんでいる。

玩具は、ピウスツキーが何よりも子供好き

であった片鱗を伺わせるかのように多種多様

にわたっており、意図的な玩具収集の痕跡を

垣間見ることができる。木製の玩具は、単純

に遊具としての機能を持つもののほかに弓矢

マキリ、輪付き棒、紡錘車など将来の実生活
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に役立つための子供の手習い具の機能をもっ

ているものが多く、矢筒などのように子供用

のお守りとする機能を備えた遊具となってし

るものまでみられる。また、これらの玩具の

中には、ウコニルシペとI呼ばれる方形陣取り

ケーム、カッコウ操り遊具（烏形玩具)、ブ

ンブン独楽など日本には現存せず、アメリカ

のブルックリン美術館、ドイツのベルリン国

立民族学博物館等に数点確認されている数少
5

ない玩具も含まれる。

コタンの住まいに関わる資料は、家屋、倉

クマ飼育樵、イヌつなぎ棒、魚干し棚、狩り

小屋などほとんど北海道アイヌ、樺太アイヌ

のコタンを形成している施設模型である。ア

イヌの家屋であるチセは、それぞれ北海道ア

イヌ、樺太アイヌ家屋を模型によって復元し

たもので、炉裏をはじめとする内部構造や家

屋骨組みに至るまでいずれも精巧に製作され

ている。とりわけ壁板に土を塗り固めた四角

錐型家屋を模した樺太アイヌの冬用家屋トイ

チセや樹皮で葺いた夏用家屋サハチセは、他

にほとんど類をみない資料である。祭壇、イ

ヌつなぎ施設、クマ飼育機模型もまた、樺太

アイヌのコタン形成と生活様式を特徴づける
6

ものである。

また、ロシア民族学の体系的な資料収集目

的を明確に示すかのようにこのようなアイヌ

民族の個々の生活用具に加え、これらを産み

出してきた原素材および加工材料も一連の貴

重な資料として収集されている。植物性素材

は、衣服、物入れ、敷物、履き物などの材料

となるオヒョウ、シナ、イラクサ、ハルニレー

ハンノキの樹木、樹皮、糸、紐、ツルウメモ

ドキ糸、テンキグサ、ブドウヅル、スゲ、ガ

マ、カヤや食材としてのオオウバユリ、ウノ・

ユリ団子などが確認され、中でも、端部を三

つ編み状に編み込んだスゲの繊維束は、靴の

中敷きとして必要量に応じてむしり取って使

用する、類例のない貴重な素材である。動物

‘性素材は、アザラシ、トド獣皮、サケ、マス

イトウ魚皮、トド陰茎、カジキマグロ骨、ト

ド脂、ニシン脂、貝殻等々があり、衣服、履

き物の素材をはじめトド脂の食材、ニシン脂

の灯明用素材におよんでいる。なお、これに

関わる生活用具における詳細な素材について

は、改めて次項で触れたい。

この他、アイヌに関わる絵画・習字・書類

関係資料として、幕末、明治期におけるアイ

ヌ風俗画の第一人者である平沢扉山の門下と

して活躍した木村巴江の筆による「昆布採集

の図｣、「サケ漁の図」などのアイヌ風俗画や

ピウスツキーと接触のあったノムラ・シュノ

ンラムなど白老ゆかりの人々の習字、書類等

が残されている。

＜アイヌ資料にみる素材＞

今回の調査では、資料の計測、写真撮影α

ほか資料観察の見地から実測図の作成を試み

た。この結果、調査成果の一つとして個々の

生活用具における素材同定確認がなされ、自

然環境を媒体としたアイヌの伝統的物質文化

が、民族接触をも取り込んで育んだ具体的諸

要素を知る手がかりを得た。

アイヌの服飾、信仰儀礼、調度、調整加工

等に代表される生活用具の素材依存は、自然

環境と周辺諸民族との接触に起因し、その主

な対象に動植物素材、金属素材、加工移入品

がある。とりわけ、北東アジア域の陸性、海

洋‘性生態分布相を形成する動植物は、広く同

地域に居住する北方民族の生活形態に深く影

響を及ぼし、収集されたすべての資料からは

北海道、サハリン、千島におけるバリエーショ

ンに富んだ独自の文化形態と針広混交林帯の

自然環境に育まれた北東アジアにおけるアイ
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ヌ文化の地域的特‘性を読みとることができる

以下にアイヌの生活用具にみる主な対象使用

素材の調査結果をもとに、その具体的事例内
7

容を紹介したい。

木幣、棒酒箆、護符に代表される信仰・儀

礼用具は、おもに植物素材としてヤナギ、サ

ルヤナギ、マツ（エゾマツ）、エリマキ、ク

ルミ、サビタ、オンコ、サクラ、ナラ（ドス

ナラ)、オヒョウ、シナ、ヒョウタン、フト

イ、ガマ、イラクサ、トリカブト、動物素材

としてキツネ、ジャコウジカ、オオカミ、ク

マ（ヒグマ)、カニ、フクロウ、アホウドリ

ウサギ、イヌ、カメ、加工移入素材として木

綿、ガラス等が確認された。中でも、ヤナギ

は、信仰・儀礼用具の主たる素材をなし、信

仰対象とするキツネ、ジャコウジカ、クマ

(ヒグマ)、フクロウ、ウサギ、オオカミ、カ

メ、アホウドリ等鳥類の頭骨・皮革・爪・羽

などをそのまま信仰・儀礼の象徴として使用

していることがわかる。また、イラクサ、オ

ヒョウ、シナ、木綿は、おもに用具の結束糸

素材として部位要所を巻結している。

狩猟・漁携・採集用具では、おもな植物素

材としてマツ（カラマツ)、オヒョウ、シナー

オンコ、シラカバ、ヤナギ、ツルウメモドキー

クルミ、サクラ、ホオノキ、チシマザサ、イ

ラクサ、アシ、タケ、カヤ、ワラ、動物素材

としてクジラ、トド、アザラシ、シカ（エソ

シカ)、ヒグマ、ウマ、サケ、ワシ、金属素

材として鉄、銅、真鋪、加工移入素材として

木綿、麻等がある。特に、鉄は樺太アイヌの

鈷用、クジラ肋骨は千島アイヌの矢用に使用

されている事例が示すように、それぞれの海

獣狩猟をおもな生業としながらも地域を異に

した典型的な素材選択の相違をみることがで

きる。また、雛頭鈷の紐としてアザラシ、ト

ドの皮革を用いているものやイラクサ、ツル

ウメモドキ、クジラヒゲ、シカ等の健の糸に

よって接合部位を結束している例が多くの資

料にみられ、特に魚捕獲用網の場合、イラク

サに撚りをかけて製網しているものが顕著に

認められる。

日常の生活用具を製作、加工する調整・加

工用具には、植物素材にマツ、シナ、オヒョ

ウ、クルミ、エンジュ、サクラ、ヤナギ、シ

ラカバ、カツラ、ネマガリダケ、センノキ、

イタヤ、エリマキ、イラクサ、テンキグサ、

ツルウメモドキ、ガマ、アシ、動物素材にア

ザラシ、シカ、クジラ、サケ、ワシ、金属素

材に鉄、加工移入素材に木綿等が用いられて

いる。マツは、エゾマツ、トドマツ等比較的

入手が容易で加工がしやすいため他の生活用

具と同様需要の高い消耗品に広く一般に活用

された素材であり、クルミなど糸巻き用にみ

られるように、ある程度堅めの素材を選択し

ている例も確認される。また、シラカバ内皮

は、植生分布に比例しながらマキリの鞘等の

使用にみられるように耐水性と容易な加工素

材として樺太アイヌに比較的多く利用された

素材である。また、金属素材である鉄利用事

例のヤットコ、タガネ等鍛冶用具一式は、前

述のとおり伝統的な樺太アイヌにおける鍛冶

製鉄技術の存在を裏付けている資料である。

調理・調度用具は、植物素材としてカッラ

ホオノキ、クルミ、センノキ、サクラ、シラ

カバ、マツ（エゾマツ）、ヤナギ、サルヤナ

ギ等が用いられている。その中で、サルヤナ
（8）

ギの根は、サハリン東海岸収集のひしゃくに

みられるようにシラカバ内皮を折り曲げた後

に樹皮器面に通して綴じるために使用される

もので、アイヌのみならずウイルタ、ニヴフー

ナーナイ等シラカバ容器の製作技術を有する

北東アジア諸民族に共通してみられる手法で

ある。なお、樺太アイヌの食器は、一般に他

一 〃 一
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の樺太アイヌの生活用具と同様多くのシラカ

バ、ナナカマド等を主な素材とする傾向があ
（9）

る。

食料、小道具等を入れるための収納具は、

植物素材にシラカバ、テンキグサ、イラクサ

ヤナギ、サルヤナギ、モミ、オヒョウ、シナ

ホオノキ、ガマ、アシ、ツルウメモドキ、動

物素材にアザラシ（フイリアザラシ)、トドー

クジラ、シカ、マス、加工移入素材に木綿、

絹、ビロード等が認められる。動物素材のア

ザラシ、トドの胃袋は、生状態で摘出後脂肪

入れ容器にするため形を膨らませて整形、乾

燥製作したもので、樺太アイヌ生活様式にお

ける海獣狩猟依存度の大きさを物語る。樺太

アイヌの海獣狩猟は、主に東海岸でアザラシ

西海岸でトドを捕獲対象とした。また、浜辺

に自生するテンキグサの利用度は、樺太アイ

ヌ、千鳥アイヌにおよんで袋物、かごとして

活用されている。千島アイヌの編みかごは、

ムリッチと呼ばれ北米イヌイットのバスケッ

ト製作技術に共通点を見出すことができる。

これらすべての収納具の縫合要所には、丈夫

で頑強なイラクサ、ツルウメモドキ、クジラ

ヒゲを糸として用いており、特に樺太アイヌ

の場合、収納具に限らず想像以上に部位要所

等に多数のイラクサを使用している傾向があ

ることがわかった。

住まいに関わる生活用具には、植物素材と

してマツ、シラカバ、ガマ、スゲ、イラクサー

オヒョウ、シナ、ナラ、ヤナギ、テンキグサ

カヤ、ブドウヅル、加工移入素材として木綿

等が使用されている。この中で、家、クマ機

狩小屋など住まいに関わる模型が10点確認さ

れ、マツ材に粘土質土壌を塗り固めた樺太ア

イヌのトイチセやサハチセなど現資料に使用

される素材をそのまま活かし忠実に模型復元

を行っている。なお、サハチセは、白浜のア

イヌ資料調査によると、軸組材にトドマツ、

外壁にエゾマツ、留釘にラクヨウマツ、部材

の結束に水に漬け柔らかくなったトドマツの
く10）

細根を使用している。

イヌ構等に関わる運搬・補助用具は、植物

素材にシラカバ、マツ、カツラ、サクラ、ブ

ドウヅル、イラクサ、オヒヨウ、シナ、クワ

クルミ、ヤナギ、ツルウメモドキ、テンキグ

サ、動物素材にアザラシ、トド、ウマ、クシ

ラ、シカ、イヌ、加工移入素材に木綿、金属

素材に真錨などがある。特に、樺太アイヌの

イヌ鶴に関わるイヌつなぎの首輪、紐、イヌ

用頭飾りには、頑丈なアザラシ皮を使用して

おり、つなぎ部皮革の組み紐加工処理状況観

察からなめし直後に製作されていることがわ

かる。加えて、イヌ用頭飾り頂頭部は、ウマ

の毛（尻尾）を素材に束ねた飾りを付してし

ることが確認され、これまで素材不明であっ

た市立函館博物館所蔵の樺太アイヌ資料を比
11）

較同定することができた。また、8点の船模

型のうち外洋船であるイタオマチプは、細く

裂いたクジラヒゲ糸やイラクサ糸でマツ、ク

ルミ材の舷側部つなぎ目を綴じ、紬先には、

ヤナギ製のイナウが据えられているなど素材

を吟味した精巧な作りの復元模型である。

収集数が乏しい楽器は、シャマン用太鼓、

口琴などでいずれも樺太アイヌの資料である。

サハリンは、樺太アイヌ、ニヴフ同様トナカ

イ飼育を主な生業とするウイルタ民族の居住

する地域でもある。動物素材のトナカイ皮カ

シヤマン用太鼓の打面に使用されている事例

は、サハリンを舞台とした樺太アイヌ、ウイ

ルタ間での民族接触の一端を伺わせる。

玩具は、資料の多くをサハリン西海岸、東

海岸に求め収集されている。植物素材にタケー

マツ、シナ、イチイ、クルミ、ヤナギ、ツル

ウメモドキ、イラクサ、カヤ、動物素材にワ

－22－
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タリガラス、金属素材に針金などが使用され

ている。これら一連の資料は、前述のとおり

単純に子供の遊具として扱われるもの、将来

の生業に関わる訓練用具、お守りという個々

の機能を兼ね備えている。ワタリガラスの羽

など北東アジア、北米諸民族の説話に登場す

る北方諸民族と自然界との関わりの中で育ま

れた精神世界を物語る資料の一つとして樺太

アイヌとの関わりを示唆している資料もみら

れる。ちなみに、ワタリガラスは、イテリメ

ンの「大地の創造」神話に登場し、イラクサ

で漁網を編むことを考え、チュクチの伝説で

は、セイウチ、アザラシ、北極グマ、クジラ

などのすべての海の生き物と野生トナカイ、

キツネ、クマなどのすべての陸の生き物を創
（12〉

造する主人公である。

煙管、煙草入れなどの喫煙具には、植物素

材としてタケ、クルミ、シナ、ホオノキ、動

物素材としてトド、シカ、加工移入素材とし

て木綿、金属素材として真鹸、銅、青銅、鉛

自然石素材として滑石、軽石などが使用され

ている。とりわけ樺太アイヌの喫煙具に関わ

る素材は、煙管雁首に滑石、煙草入れにトド

アザラシ等の海獣皮を多く使用する特性を汀

している。また、煙管のタケ製羅字、真鹸製

吸口は、互いに対をなしながら加工移入素材

として他から入手使用したものである。

衣服、被りもの、履きもの、首飾り、耳飾

りを含む服飾具は、植物素材にオヒョウ、シ

ナ、イラクサ、スゲ、シラカバ、ヤナギ、ソ

ルウメモドキ、ブドウズル、クルミ、マツ

（トドマッ)、テンキグサ、フトイ、ガマ、

動物素材にサケ、アザラシ、タイメニ（イト

ウ科)、トド、クマ、ジャコウジカ、テン、

リス、コウモリ、イヌ、シカ、ウサギ、加工

移入素材に木綿、絹、ビロード、綜子、更紗

メリンス、ネル、コールテン、フェルト、ガ

ラス、貨幣、金属素材に真鋪、鉛などを使用

している。服飾具の場合、特に樹皮衣、草皮

衣、魚皮衣、獣皮衣、木綿衣などのように衣

服の素材に特定の動植物および加工移入等の

素材を充てる事例が顕著に認められ、樹皮衣

にオヒョウ、シナ、魚皮衣にサケ、獣皮衣に

アザラシ、テンなどを主な素材としてあげる

ことができる。特に樺太アイヌの樹皮衣の場

合、オヒョウのみを使用している。また、樹

皮衣、魚皮衣、獣皮衣の製作素材同様、カノー

ラミプ（白布切抜文衣)、ルウンペ（色布置文

衣木綿衣）には、加工移入素材に木綿を主と

しながら部位に他素材のビロード、コールテ

ン等を付加して製作されているものもみられ

衣服全般にわたり主素材を有しながら他素材

を取り込んで部位の文様等を構成しているも

のが少なくない。さらに、衣服の製作時にお

ける縫合には、他の生活用具同様サハリン収

集資料を中心としてそのほとんどの資料にイ

ラクサ、ツルウメモドキの繊維糸が使用され

ている。

腰痛用帯、脇腹痛用紐、腹帯、胸紐、腕当

など木綿布にヤナギ、ガラス玉等を付して病

気治癒、健康管理を祈願した護符的役割を有

する樺太アイヌの服飾具も確認され、服飾に

みる信仰、儀礼にまつわる樺太アイヌの精神

世界の一端を伺わせる。

幣冠、鉢巻、頭巾、日覆いなどそのほとん

どをピウスツキー、シェロシェフスキーのニ

レクションで占めている被りものは、植物素

材にイラクサ、ブドウヅル、オヒョウ、シナ

ヤナギ、ツルウメモドキ、ガマ、動物素材に

クマ、ウミガモ、ジャコウジカ、リス、ワシ

加工移入素材に、絹、木綿、メリンス、ビロー

ド、ガラスなどを使用している。ここでは、

幣冠部位等に儀礼に関わるクマ爪、鹿角、ワ

シ|膳など動物遣存体をそのまま素材とした事

－23－
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例がみられる。

生活用具の製作素材である加工材料は、列

ラクサ、スゲ、オヒョウ、シナ、テンキグサ

ツルウメモドキ、オニガヤ、マツ等の植物素

材を主にホタテガイ、健等若干の動物素材を

含む。特にこれらの素材は、イラクサ、スゲ

オヒョウ、ツルウメモドキなど糸、紐、ロー

プ等材料に関わる生活必需品で需要の高い素

材を束状に多数収集している。また、加工材

料に深く関連しながら衣食住に関わるいくつ

かの動植物素材標本をも収集している。食用

とするエゾノウワズミザクラ、ヤハズゴボウ

の茎、コムギ、オオウバユリ塊・澱粉、ト1

脂、服飾に関わるトドの柔皮、厚皮、シナ、

カラフトマス皮、イトウ皮、狩猟に関わるト

リカブト、住まいの照明に関わるニシン脂な

どがそれである。

このように個々の生活用具に関わる動植物

金属、加工移入等素材を観る限り、アイヌ民

族は、北海道、サハリン、千島の動植物相を

十分把握し、それに依存した生活形態を有し

ていることがわかる。加えて、その生活形態

を基盤としながらも民族接触により木綿、絹

ガラスなどの加工品を他地域、他民族からの

移入というかたちで取り込んでいった傾向も

伺える。また、今回の素材調査では、おおよ

そ生活用具の主たる素材を確認することがで

きたが、それ以上に部位、要所の結束のため

の糸、紐など細部にわたる素材確認が具体的

になされた結果、樺太アイヌの生活用具を主

として植物素材であるイラクサが予想以上に

使用されていることやサハリン、千島におリラ

るトド、アザラシ、クジラ等の豊富な海獣動

物の使用など各地域におけるアイヌの生活形

態と素材依存度の相関関係に一定の方向'性を

見出すことができた。

＜函館と在サンクトペテルブルグアイヌ資料＞

今回の調査において、思いもかけず函館ゆ

かりの数点のアイヌ資料に遭遇することになっ

た。それは、1871年（明治4年）12月7日、

ニコライ司祭のロシア正教日本伝道布教補佐

のために来函し、ニコライ上京後の翌年1月

から1880年まで函館ハリストス正教会を司牧

したアナトリイ（本名:AleksandrDimitri

vichChikhai)(こ由来するｱｲﾇ資料である

収集された資料は、イタ（盆)、アットゥさ

ベラ（織箆)、イカヨプ（矢筒)、キセリト向

マム（煙管入れ）の4点であるが、資料台m

資料記載によるといずれも「函館の修道司祭

アナトーリーから取得」したものであること

が記録として残されている。これらの資料は

グリゴーリエフ収集資料としてコレクション

ナンバー345番、811番台が付され1879年MA

3に収蔵された資料である

ところで、アナトリイからwa:-)への入手

経緯に関する手がかりとして、これらの資料

の入手元であるアナトリイに関わるこの頃の

動向について言及してみる。アナトリイは、

1860年日本における植物相研究のため函館来

航を果たしたロシアの東亜植物の父カール．

・ジョハン・マキシモウィッチ、マキシモウィ

ッチの植物採集指導を受けたハリストス正教

会会員須川長之助とマキシモウイッチ帰国後

の駿河台ニコライ堂における植物採集に大
（14）

きく関与した人物でもある。それは、明治

17,18年頃からニコライ堂において植物学の

師と仰ぐマキシモウイッチの依頼に応じて採

集活動を行っていた長之助への指示監督と採

集事務を取り扱い、日本各地の採集標本をア

ナトリイ自らの手を経てニコライ堂からサン

クトペテルブルグ植物園のマキシモウイッチ

の元へ送られていたのである。このような動

向を考えると、アナトリイが関与したこれら
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のアイヌ資料収集も函館在任期間中のそれに

類似したグリゴーリエフを介するサンクトペ

テルブルグへの入手経緯で捉えられる可能性

を十分含んでいる。ちなみにアナトリイは、

1890年4月30日ロシア本国に帰国し、1893年

12月10日サンクトペテルブルグにて没してし

る。

ところで、在サンクトペテルブルグ¥¥A

資料のおよそ8割を占めるピウスツキーコレ

クションは、北海道、樺太の両地域にわたこ

て収集されているわけであるが、奇しくもそ

れから遅れること約30年後に函館出身である

考古・民族学者馬場情によって北海道、樺太

千島の調査が行われている。中でも樺太での

調査、収集では、とりわけ樺太西海岸、東海

岸地域における物質文化に焦点をあてたアイ

ヌ文化究明を目的とするもので、後述する馬

場の収集した樺太アイヌの生活用具479件に

その大要を読みとることができる。馬場コレ

クションの核をなすこれら棒酒箆、喫煙具な

ど日本を代表する樺太アイヌ資料の逸品を含

む「アイヌの生活用具コレクション」750件

は、1959年（昭和34年）国の重要民俗文化財
15

に指定されている

ピウスツキーと馬場が、調査、収集時期を

異にしながらも、互いの苦境の時代に追いや

られたアイヌへの理解と接触によって膨大な

数の収集資料と調査・研究成果を得ること力

できたことは言うまでもないが、これを裏付

けるかのようにアイヌに関わるピウスツキー

馬場各々の貴重なエピソードが残されている

1903年ピウスツキーは、ロシア科学アカテ

ミーの命によりアイヌ民族調査のため函館に

入港している。そのおり、函館で偶然一人の

アイヌに出会う。白老に住むノムラ・シユノ

ンラムという人物で、一人の和人から金儲I了

話を持ちかけられ、大阪の万国博覧会で熊送

りの実演を見せる契約で妻、隣人を引き連れ

て行ったが、雇い主は、報酬を一文も支払わ

ずに逃げてしまい、着の身着のままで函館に

たどり着き途方に暮れているところに遭遇し

弁当、切符などを買い与えた。ピウスツキー

は、同年7月中旬に函館でポーランドの民族

学者、作家であるヴァツワフ・シェロシェフ

スキーとの対面を果たし、二か月にわたる白
（16

老、ビラトリ調査に携わることになる。特に

白老では、ピウスツキーに救われたノムラ・

シュハンラムと再会、止宿することとなり、

今回の調査成果の一つとして確認された領収

証などノムラ・シュハンラムゆかりの関係資

料をも収集している。また、ノムラ・シュノ、

ンラム宅止宿の夕べでは、ピウスツキーが蓄
17

音機で樺太アイヌの諺歌を披露している。

それから12年後の1915年、京都に遊学中の

若き馬場も当時のアイヌに対する社会的世相

とはいえ、不思議にもピウスツキーと同様の

体験をしている。それは、大正天皇の即位式

ご大典を当て込んで熊送りのショーを実演す

るために日高地方ビラトリから20人ほどのア

イヌが連れて来られたが客入りが思わしくな

いため興行師が夜逃げをしてしまい、途方に

暮れていた状況にでくわした。さっそく着の

身着のままの彼らに施しをし、無事北海道に
18

帰還できるように取り計らっている。

このようにみると、そこには不思議にも函

館、アイヌ資料に関わる時空を越えたピウス

ツキーと馬場とのめぐり合いを感じずにはし

られない。

なお、詳細を後述するとおりサハリンにお

けるピウスツキーと馬場の資料収集地は、そ

れぞれ地域を異にしており結果的にこの二つ

のコレクションが世界に現存する主要な樺太

アイヌ資料をカバーしている。
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＜日本における樺太アイヌ資料＞

今回の調査で、MA3所蔵アイヌ資料のお

よそ8割を占めるピウスツキー収集資料は、

これまでの未発見資料を含め多数の樺太アイ

ヌ関係資料を有していることがわかった。こ

れらの資料は、1903年の樺太西海岸マウカ

(現ホルムスク)、1906年の東サハリンを中心

に収集された北方諸民族との接触文化で育ま

れた樺太アイヌ固有の文化形態を明確に物語

るものである。

日本における数少ない樺太アイヌ資料にあこ

て、とりわけ北海道におけるピウスツキー収

集の樺太アイヌ資料と対比される資料は、旭

川市博物館に150点、網走市立郷土博物館に

33点、北海道開拓記念館に169点、市立函館
（19）

博物館に479点の計931点を数える。この中で

収集年代、収蔵点数等の資料内容が充実して

いる函館博物館資料、旭川博物館資料の概要

について言及し、ピウスツキー収集資料との

相関関係を探ってみたい。

函館博物館の樺太アイヌ資料は、1935年力

ら1941年にわたり北方民族学、考古学の権威
20

馬場傭によって収集されたもので、樺太西海

岸トウフツ、タランドマリ、東海岸タライカ

ニイトイ、シラハマ、オッチホの地域を収集

地とし、その内西海岸タランドマリ収集資料

241点が、全体の約半数を占めている。資料

は、イクニシ（棒酒箆）を主としてイノカ、

ニポポ、イナウ、幣冠、刀掛帯、太刀、太鼓

矢筒などの信仰・儀礼用具304点、弓矢、仕

掛け弓、銘、突き釣、漁具、槍などの狩猟・

漁携用具50点、マキリ、錐、織り箆、網針、

鉄砲玉鋳造具などの調整・加工用具35点、匙一

しゃもじなどの炊事・調理用具、枕などの調

度用具16点、太刀容器・鍔容器用ござなどの

収納具7点、イヌ呼び戻し、イヌの帽子など

の運搬具5点、五弦琴などの楽器2点、煙草

入れ、煙管、火打入れなどの喫煙・発火具2

点、首飾り、頚飾帯、耳飾り、'帽子、カニク

フ、帯などの服飾具35点、用途不明品1点力

ある。これらの資料の中でもとりわけ232,占

におよぶ膨大な資料数を占めるイクニシは、

そこに付されたクマ、シャチなどの高彫り彫

刻にみられるように信仰、儀礼に関わる樺太

アイヌの精神文化をよく物語っているものと

して知られる。ちなみに、馬場情収集資料は

総体でおよそ2.000点あったとされるが、第

二次世界大戦の東京大空襲でその過半数を消

失しており、他に幾ばくかの樺太アイヌ資料

が含まれていたかを考えると非常に惜しまオ

る。

一方旭川博物館所蔵の樺太アイヌ資料は、

1943年に昆虫学、考古学、民族学者である河
21

野広道によって収集されたもので、西海岸タ

ランドマリ、ライチシ、東海岸オタス、タラ

イカ、オッチホ、シラハマ、トンナイの地域

におよんでいる。資料のバリエーションは、

イナウ、イクニシ、イノカ、ニポポ、刀掛帯

太鼓などの信仰・儀礼用具61点、キテ、弓、

テン取り器、掘り具などの狩猟・漁携・採集

用具5点、マキリ、潰し具、木皿、木盆、木

椀、箸、匙、杓子、敷物などの炊事・調理・

調度用具52点、白樺樹皮容器、鞄などの収納

具6点、丸木舟模型、イヌの首輪などの運搬

具2点、煙管、煙草入れなどの喫煙具6点、

草皮衣、樹皮衣、獣皮衣、Ip冒子、手袋、獣皮

衣・魚皮靴、カニクフ、首飾り、頚飾帯、耳

飾り、鉢巻きなどの服飾具18点がある。とり

わけ自製の木製品である木皿、木盆、木椀な

どは、まとまった樺太アイヌの炊事・調理・

調度に関わる資料として認めることができ、

また、アザラシの毛皮で製作された樺太アイ

ヌの獣皮衣や子供服は、日本に現存する稀少

資料である。
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国内におけるこの二つの博物館の樺太アイ

ヌコレクションは、地理的に南樺太西海岸タ

ランドマリ、トウフツ、ライチシの三地域、

東海岸タライカ、オッチホ、シラハマ、トン

ナイ、ニイトイ、オタスの六地域から収集さ

れたもので、これまで二館の資料内容が示す

ように、信仰、儀礼用具である圧倒的多数の

イクニシ等を認める一方、魚皮衣、獣皮衣、

被りものに代表される服飾具等の不足資料も

あり、自然環境との関わりの中で多くの生活

用具を産み出した材料、素材も皆無に近いの

が実体である上記に代表されるMa所蔵

ピウスツキーコレクションの主たる収集地マ

ウカ等の充実した新たな資料を加え、互いの

資料を補う形でここに1903年から1947年に力

けた南樺太の主要アイヌ居住地域における生

活用具をおおむね集約することになった。

＜結び＞

このように日本における主要な樺太アイヌ

資料を概観する限り、特定の収集地と収集資

料･内容の偏りによって生活様式の一断面を知

るに留まり、これまで北方域の他民族との相

対的な文化接触において物質文化からみた樺

太アイヌの生活様式を十分に把握するには、

相当の限界があったことも否めなかった。今

回のピウスツキーコレクションに代表される

確たる収集目的と資料への執着が示唆するM

a:-)資料の確認により、これらの在日本アイ

ヌ資料を包括する中で樺太アイヌにおける物

質文化の本質的核心に一層迫り、今後のアイ

ヌ文化研究の基礎資料として新たな資料環境

を見出した意義は大きい。とりわけ、在日本

資料よりも少なくとも30年も遡る収集年代の

確認とマウカ地方を中心とする樺太西海岸地

域、東海岸地域における生活、文化の多様性

を示すバリエーションに富んだ数多くの生活

用具の発見は、伝統的な樺太アイヌ文化の全

容解明に一石を投じるとともに、北海道アイ

ヌと大陸文化との関係において重要な接点を

なす樺太アイヌにおける生活様式の原風景を

より身近かなものにした。

そして在サンクトペテルブルグMA3所蔵

資料の全アイヌ資料確認をはじめこれら調査

研究の集積と成果が、国際的なアイヌ文化研

究における新たな一歩として、今後ヨーロッ

パ、北米、日本等に散在するアイヌ資料の重

要な一群の中に据えながら広く共有、活用さ
（22）

れることを確信することは言うまでもない。

最後に、二カ年にわたる国際学術研究「在

ペテルブルグ博物館アイヌ資料の民族学的研

究」のMA3調査および本論執筆にあたり関

係機関、関係諸氏には、多大なるご指導、ご

協力をいただき心から感謝申し上げる。

(市立函館博物館学芸係長）
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註

(1) 小谷凱宣「欧米アイヌ・コレクションの比較研

究プロジェクト」「欧米アイヌ・コレクション

の比較研究」所収名古屋大学大学院人間情報

学研究科1997年3月31日

古原敏弘「サンクトペテルスブルグのアイヌ資

料調査」「アイヌ民族文化研究センターだより

恥4」所収道立アイヌ民族文化研究センター
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長谷部一弘「在サンクトペテルブルグのアイヌ
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覧」名古屋大学大学院人間情報学研究科1弱4

年12月20日
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国立博物館1993年11月23日
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部長チューネル・ミハエルビッチ・タクサミの

教授による。
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5巻第1号」樺太鹿博物館1943年3月
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中村健之介「宣教師ニコライと明治日本一

波誉店1996年8月21日
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13国指定重要民俗資料「アイヌの生活用具コレク

ション」整理報告書第1篇～第5篇市立函館

博物館1974年～1979年

(10ジョン・バチラー「我が記憶をたどりて」文

録社1928年10月1511

吉上昭三「ブロニスワフ・ピウスツキ，北海道

以後」「国立民族学博物館研究報告別冊5号」

所収国立民族学博物館1987年3月31日

(1刃飯島生「北海道紀行」「博物肇雑誌第4巻第4（

号」所収大阪博物畢曾1903年9月20日

長谷部一弘「ロシア、函館所蔵のアイヌ民族資

料について」「第2次大戦前のロシア極東と函

館の経済・文化交流に関する研究」所収北海

道科学研究灘助成報告1992年度

(13馬場情「北方民族の旅」毎日新聞1974年

馬場傭「北方民族の旅」北海道出版企画セン

ター1979年3月5II

('9「アイヌ史資料編2民具等資料所蔵目録(1)」

社団法人北海道ウタリ協会1988年3月31日

“長谷部一弘「馬場コレクション研究」「市立函

館博物館研究紀要第2号」所収市立函館博

物館1992年3月31日

剛青柳信克「河野コレクションとその収集者」

「欧米アイヌ・コレクションの比較研究」所収

名古屋大学大学院人間情報学研究科1997年3

月31日

｢市立旭川郷土博物館所蔵品目録」IV市立旭

旧2
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川郷土博物館1975年3月30日

本論以外の総資料リスト等調査の詳細について

は、併せて「ロシア科学アカデミー人類学民族

学･博物館所蔵アイヌ資料･目録」草風館1998年

3月を参照されたい
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おもなMA3収蔵のアイヌ資料一覧（素材・収集地・収集者・収蔵年等；
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池1コレクション番号 資:篭科名 素、獄1収集地 収集者 収蔵耳

345－25

656－45

656－47

キツネの頭信

イナ’

イナ！

キツネ・ヤナギ

ヤナギ

ヤナギ

－ルor北海道

アムー

アムー

グリゴーリエラ
凸

ンユテ

シュ‘

ルンベルク

,ンベル〃

656-“

656－50

イナウ模型

イナウ模型

656-5 火の神のイナウ ヤナギ アム． ﾙﾎ シュ

房

三

656－52

656－54

656－55

656－57

700－51

700－57

700－51

700-6

700-101

700-105

70C

70C

70C

70C

70C

700-231

700-23

700-246

700-261

700-266

700-3弓,！

700-38’

700-447

700-447

811-1

811-:，

829~327

829-33

829-33

829-34

829-43

829-443

829-443

829~443

829-444

829-444

829-444

829-445

829-445

829-44（

829-44（

829-449a(1-:
829-449

829-449

829-449

829-450

829-450

829-450

829-450

829-454

829-455

829-455

829-455

829-456

829-456

829-456

829-457

829-457

829-457

829-459

829-459

829-460

829-460

829-463／1

829463/:
829-463／：

829-463／4

829-463／I
829-48（

829-531

839-3（

839－54

839-7』

)98

72【

罫輪のついた火の神のイナウ
葵逗~(勇浪丁のある存テー
クマ送りのイナ『

クマ送りの用夢

雄叫びをあげる者のイナウ
ナウ

家の裏に立てるイナウ

イナ’

棒酒箆
蚕酒箆

イナウ

イナウ

トリの頭のイナウ

漏上に吊すイナウ

イナI

クマ送りの際のクマの耳飾り
クマ送ト

子
の際のクマにかぶせる将

イナ’

護符（子供用）

護符（子供用）

クジラのイナウ

イナウ

イナウ

イナウ

大きなイナ弓

小さなイナウ

フイリアザラシ木偶

舟のイナウ

雄グマの爵

雌グマの蔚

クマ送り用背負い紐

クジラのイナウ

イナウ

イナウ

イナウ

ヤナギに好かれたシャマンの祖先
のイナら

ヤナギに好かれたシヤマンの祖先
のイナら

太陽神のイナウ

火の神のイナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

農茎を立たせるイナウ

蔭茎を五だぜ『るイナウ
イナウ

駐のうイナウ

イナウ

イナウ

イナウ

沼の口のイナ！

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

小グマの背負ヨ

アゴヒケアザラシの木偶
護符

護符

オオカミの頭のイナウ

iのうイナ『

iのうイナ『

ラのイナウ

ラのイナウ

ヤナギ

ヤナギ

クル：

ヤナギ・マ､ン

サクラ

ヤナギ・マツ

ヤナギ
エリ マ キ

サビタ

ヤナギ

ヤナ割

§璽笠
ヤナギ・木綿

ヤナギ
ヤナョ

ヤナギ・木紳

ヤナギ・マツ・木綿

衣綿・ガラス
預罰

マニ

ヤナキ

マ､二

け÷；

ヤナギ

ヤナキ

オンコ・ヤナキ

ジャコウジカ・木錦

ヤナギ・木綿・フトイorガマ・イラ

ク竜

ヤナギ・木綿・フトイorガマ・イテ
ク芝

ヤナギ・木綴

ヤナ土

ヤナ案

ヤナ式

ヤナキ

ヤナキ

ヤナニ

ヤナギ・マツ

ヤナ夷

ヤナギ・マツ
マ･呂

ヤナヵ

ヤナョ
ヤナ式

ヤナ弓

ヤナ弐

マ署

ヤナ4

ヤナギ

マ．』

マ．』

ヤプーニ

マ．：

マ･』

ヤナ斗

ヤナ弗

マ･』

ヤナ式

マ習

マツ・ヤナ寺

ヤナギ

マツ・ヤナ害

マツ・ヤナ妻

ヤナ当

ヤナ弗

ヤナ訓

ヤナ司

ヤナ式

ヤナ4

エゾマリ

カニハ

クマノI

オオカミ雌・ヤナ式

サ

サJ

サJ

サ

サ

サハリン東悩

サハリン東岸

サハリン東膳

サハリン東信

サハリン東損

サハリン

北海道
11“雨I『

サハリン

蕊サハリン

東サハリン

サハリン東岸

東･b

東サノ

東も

東ウ
隈Z

東サハし

東サハリン

東サハリン
東サハ

サノ

東サ

サノ

東ガ

東ガ

謡

東サハリ

東サハL
東サハリ

東サハ1J

東サハリン

東サハリン

東サハリン

粥
リン

リ＞

東サ

東サノ

北海道

北海道

北海道

iサハリ易
サ ハ リ ン

東ガ

粟サハ:．

亜 重＝
リン西岸

、リン西陣

山_≧酉崖
リン西岸マウカ

､リン西岸マウフ

リユ

リュ

リニ

リ易

リニ

'ノー

リ易

リ》

|ノー

|ノュ

リニ

リコ

・アムー

西岸マウカ

西岸マウカ
西屋マウカ

ﾝ西岸マウカ

西岸マウカ

，東岸

アムー

アム。

アムー
ー

pz

ﾙ州
一

シュ

シュ。

シュ

シュ

ピウスツキー

ピウスツキー

ニロノ

ピウ

ピウ

ピウ

ピウスツキー

ピウスツキー

ごウスツキー

ごウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー
ごウ

ピウ

ピウ
ピウスツキー

グリゴーリエ冒

グリゴーリエラ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

｜ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウ

ピウフ

ピウ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー
ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス
ピウス

ピウス・シェロ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス

ピウス

ピウス

ビウス

ビウス

ピウス

ビウス

ビウス

ビウス

ピウス

ピウス

ビウス

ピウス

ビウス

ピウス

ピウス

ピウス・シェロ

一
‐

イー

『キー

'キ･－

Iキーー

『キー
一
一

Ｉ

ツキー

ツキー

rキ･一

!キー

'キー

'キー

ベルク

ベルク

ベルグ

ベルグ

エニ

エニ

工匡

190
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190
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)02
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－
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)0

)0

)0
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)0
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)0
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)0

ヤナギ リン アムー ユ， /ベル2 102

ヤナギ アムー ー
ベルグ

ベルグ

)02

IOI



839-74a/2
839－75a／2

839－80

839

839 )7a

839

839

839

839

839

839

839

839 I3B

839

83

83

83

83

83 i3／2

83 )4／2

83

83

83

83 )4a

83 )4『

839- 12／
839- 1／

839- 12／
839- I／

839-

839‐

839-2弓

839-22

839-22

839-22

839-22

839-230

839-230a

839-230

839-230

839-23

839-23

839-23

839-23

839-23

839-24

839-25

839-25

839-255

839-26

839-26

839-269

839-27

839-27

839-280

839-280

839-280
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202-95／

202-100/

202-107/
209-4

209－42a6

209-49／

345-4／

345-4／

700-5

70

70

70

700-27

700-21

700-28

700-315a5

700-3：

809-2

809-3／4

809-『尋

809-6／2

809-7／1
歩 809-8/2
王 809-塁

809-a/6-7
809-7/4k
809-7／Ⅸ
811-言

長谷部一弘：在サンクトペテルブルグアイヌ資料の研究

鐘符
砺符

講符

イナウ

イナウ（棒）
イナウ

イナウ

護符
墓標模型

墓標模型
震雰
仏壇

お札

講符（メカジキの眼
毎岸の草原を守る神のイナロ
川の神のイナウ
小さいヌサのイナー

小さいヌサのイナ掌
イナウ

火の神へのイナウ

イナウ

ヌサ模型

竃符
イナウ〈棒）
ｲナウ（棒）
胤塘を守るイナ『
猟場を守るイナウ
胤堀を守るイナウ
川の神へのイナウ(棒）
前庭を守る神のイナウ
家の神のイナウ
川のイナウ

火の娼神に燃やすイナウ

クマの神のイナ
クマの束]のイナr

雛符

イナウ〈棒I
小さいヌサのイナ･聖

イナウ（棒I
イナウ（棒I
キツネのイナウ

窓の上に立つイナウ

海の舟に捧げるイナウ
ウサギの頭のイナウ

トリカブトのイナウ

川の舟の神へのイナウ

カワウソのイナ

小鳥のイナウ
イナウ（棒1
鳥の神のイナリ
シャマンの木模型
シャマンの木模型

イナウ

イヌの頭のイナウ

イナウ

イナウ

イナウ

イナウ

魚捕り針
一口

フーーー 閲り用任掛模型

画醗冒厩

サケ捕り絢針

釣針

話と皮細

話柄

釣糸を巻きつける垂

士掛屋

テン用麗模型
是稲

士掛屋
自動弓部品

矢扉

矢根

自動弓矢樋

アホウドリ頭骨・ヤナギ I醗

カメ頭骨・ヤナギ 北鴬5道

フクロウ頭骨・羽・皮・ヤナギ・イ
ナウキケ

北海道

ヤナギ・シラ 北海道
ヤー 北海道

ヤナギ

ヤナギ 弗蕊一一一
キツネ雌・ヤナヨ 北海道

ヤナギ 木綿 北海道

ヤナギ 木綿・シナ

クマ爪・陰茎・オヒョヴ
マ、 北海道

移入品 l上海遡
ヒョウタン・クマ爪・オヒョウ 北海道

ヤナギ・シフ 北海道

ヤナギ・シブ 北海道
ヤナギ 北海道

クルミ 北海道

ヤ言 北海道
ヤナキ 北海道

ヤナギ 北海道
ヤナギ・マツ・ドスナラ

ヒグマ雄・ヤナギ

北海道
北海道

サクラ・シナ・ヤナギ ﾖ惹蓬
ヤナギ・シナ・マ,

ヤナギ 擬爵一一一
ヤナギ 北海道
ヤナギ 北海道
ヤナギ 北海道

ヤナギ 北海道

ヤナ言 北海道

ヤナギ 北海道

ヤナギ 北海道
ヤナギ

ヤナギ

ヤナギ・アホウド 北海道

ヤナギ・罰

ヤナギ 雅鶏一一一
ヤナギ 北海道

ヤナギ

ヤナギ 鵜 ←
ヤナギ 北海道
ヤナギ・イラク~ 北海道

ウサギ頭骨・イラクー 北海道

ヤナギ・オヒョウ・トリカブトオ 北海道

ヤナギ 北海道

ヤナギ・イラク可 北海道

ヤナギ 北海道

ヤナギ

ヤナギ 擦鳥一一一
サルヤナキ 北海道

サルヤナさ 韮薄
ヤナギ 北海

イヌ・ヤナ剖 |ﾋボ
ヤナギ

ヤナギ 北海道
ヤナギ 北海道

ヤナギ・シブ 北海道

鉄・ツルウメモドキ・海獣9 サハ1J

鉄・カラマツ・ワシヌ サハ§ノ

シ弓 サハ1J

マツ・勢 東サハリン

オンコ・イラクサ・マツ・木綿 サハリン

移入品鉄・領・H サ ハ リ ン

クルミ？・シラカバ …図画漏器 9海地方・北海通
オンコ・クジラ・シラカバ・イラクt 沿海地方・北海道

鉄・獣展 西岸マウメ

ヤナギ ﾝ西岸マウカ

鉄・ヤナ式 西岸マウズ

木綿・鉄・クジラ 西岸マウオ

鉄・イラクサ・トド皮 ﾝ東岸

マ. 東）

マ･ 東I

マツ・イラクサ・号 ﾝ東岸

ヤナギ |ノ』

アザラシ・クジラヒゲ

ジラ骨・腿・マツ 蒲

オンコ？・クジラヒケ・腿

〆．・閥

器 一一
ヤナギ・テグ； 卜烏

マツ・釣 十鰯

銅・鹿骨 鶴

ン．・鍵 ←塵

マツ・サクラ皮・鍵・羽（ワシ？ 千園
ホオノキ 千房

オンコ・シナ 北海道

－31－

ビウス・シェロ )04

ピウス・シェロ )0Z

ピウス・シェロ )OI

ピウス シェ【 )04

ビウス シェI )01

ピウス シェI )0K

ビウス シェ【 )01

ピウズ シェI )0．

ピウス シェI )01

ピウス シェI )OK

ビウス シェ！ )0K

ビウス シェI )of

ピウス シェI )01

ピウス シェI )01

ピウス シェ（ )02

ピウス シェI 104

ピウス シエI )0J

ピウス シェI 104

ビウス シエI 104

ピウス シェ【 )04

ビウス シェI )O』

ピウズ シェI 104

ピウス シェI

ピウス シェI

ピウス シェ【

ピウス シエ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【
品一・

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ビウス シエ【

ピウズ シェ【

ピウス シェ【

ビウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ［

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ビウズ シエ［

ピウス シェ［

ピウス シエ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【
品-,

ビウス シェ［
品

ビウス 工：

ビウス 工I

ピウズ エ：

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス シェ【

ピウス・シェロ

スーラ )9（

スーラ 19（

スーラ 19（

スープ ﾚネ

スープ

スープルネンコ 1891

グリゴーリエフ 1897イ

グリゴーリエフ 1897-I

ピウスツキー )0§

ピウスツキー 104

ピウスツキー )O：

ピウスツキー 10：

ピウスツキー 10（

ピウスツキー )02

ビウスツキー )O〔

ビウスツキー )0$

ピウスツ )O：

ヴォズネt スキー 14（

ヴォズネ1 スキー 14（

ヴォズネ1 スキー 14（

ヴォズネセ スキー 14（

ヴォズネセ スキー 〕4（

ヴォズネ1 スキー 〕4（

ヴォズネセ スキー 〕4（

ヴォズネ1 スキー )4（

ヴォズネ1 スキー 〕4（

ヴォズネセンスキー 〕4（

グリゴーリエフ 1879



市立函館博物館研究紀要第8号
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829-32

829-34

829-348a

829-40

829-47,

829-42

829-43

829-49

829-

829-

829-

829-

829-

839－34

839-4

839-5

839－59

839－59

839－59

839－59

83

83

83

83

83

83

83

83

839-20

839-21

839-22

839-266(a6b
rハ淵）
1052-4（

2803-51

4685-

74a

アザラシ頭たたき茎

釣針

テン農

ニシン漁すくい絹

石錘をつける丸太

定彊網

アザ弓

アザラ

アザラ

アザラシ狩用棒模型

鑑模型

是栢

篭 王山
K)針（釣糸付
弾入れ

離頭話

建鋸

鹿笛

なづち棒

仕掛弓

根掘り棒

小弓

狩用おとり模蓄

狩用おとり楯模雪

用仕掛模型

マ．

移入品鉄・木綿・ヤチダモorドー
ナラ

マツ・木綿・豊

ヤナギ・麻・ウマの毛

マツ・木淵

マツ・アう

k綿・海獣皮・石
オンコ・ツルウメモドギ

マツ

マ･

ヤナギ

ヤナギ

マツ・イラクサ・ヤナギor鼠

タケ･腿・力』

オンヨ

サクラ皮・タケ・カヤ・サケE

礎・カヤ

イラクぎ

イラクサ

腿・鹿骨・力』

タケ・ワラ・木I

サピタorヤナ弓

マツ・ヤナギ・鉄・木綿

ヒグマ毛皮・鉄・オヒョウ

シナ・ツルウメモドキ

鹿角・真鐘・$

イラクサ・シラ

オンコ・ツルウメモドキ・木粥

クルミ・イラク－

マツ・イラクサ・シナ・ダウ

ヤナギ

ヤナギ・マツ・シラカバ・シブ

マ･

ヤナギ。届

カミ

カイ

サ ハ リ ン

サハリン

東サハリン

サ ハ リ ン

東サハ:‐

東サハ:‐

東サ

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道
北海道

サハリン

北海道

北海通

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海進

南サノ‘

サハ6J

サハリレ

リユ

ンシス妾

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウコ

ピウ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス‘

ピウス・シェロ

ポリャコフ

ピウスツキー

ダヴィドフ

Iキー

ﾚキー

シェ［

シェ【

シェ【

シェ【

シェI

シェ【

工：

工：

工且

エ：

工：

工§

工邑

エI

工§

エ：

エ：

エZ
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)O』
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)02

)04

)04

)OZ

)04

)0Z

)02

)02

18（

)14

勺
■
■

ワ

‐22／

矢筒

釣竿

サクラ皮

シナ・鉄・石・チシマザ書

真鐘・鹿戸

北海道

北海道

北海道 グリゴーリエフ

ゴーリエフ

ゴーリエラ

)7［

17〔

17〔

品，

345-

345-富

700-3

700－81

700-8

700-8

700-8

700-8

700-8

700－90

700-9

700-9

70

70

70

70

700-222/

700-24

700-282a/

820-

820-

829-331a

829-341a

829-35

829-3（

829-42

829-48

829-49

829-498

829-511a5

829-52

839－25

839－25

839－25

839－25

839－50

839-6

839－66

839-138

839-14

糸巻

マキリさや

糸巻棒（紡錘車）
カナシキ

鉄鈎

ヤットニ

クジコバシ

タガネ

タガネ

カナヅチ

フイゴ

フイゴの口木
さや

マキリさや

糸巻台

糸巻板
フイコ

雪掻き棒

皮なめし棒

マキリさや

マキリさや

商損

ものを薄く割る木

帯織機

潰し具

火おこしうちわ

マキI．

マキ！

カワウソ尻尾乾燥具

ゴザ織機

鴨培

糸巻

糸巻

マキリ柄

帯織機

網針
マキリ

烏口

マツ・シブ

キハダorミズキorヤナニ

マ･

マツ・認

マ･

マツ・木粥
移入品チョウザメ・木淵

マツ・サケ皮・ニカ’

クルミ

エンジュ

イタヤ・鹿拶

クルミ・鹿角・サクラ皮・ニカI~フ

クジラ骨

マツ・釣

マ．

マツ・イラクサ・ヤナギ・木綿・〈
ル

エンジュorカツ

ワシ羽

シラカバ・テンキグサ・イラクサor
ツルウメモドキ・喜

オヒョウ・ヤナギ・アシ・カツラ
ネマガリダケ・木§
エ リ マ キ

クルミ？・シナ・サクラ皮

クルミ・新

‘ラカバ・テンキグサ・イラクサc
ルウメモドキ・参

ルミ？・アザラシ麦

I・オヒョ『

'・ツルウメモドキ・シナ・ガマ

『
〃
。

、
、
、

沿海地方・北海適

沿海地方・北海通

サハlノ

サハL

サハ1J

サハ;』

サハ1J

サハ【』

千息

干屋

東サハリン

サハリン

東サハリン

東サハリン

東サハリン

サ ハ リ ン

東サハリン

東サハリン

東サハリン

東サハリン

北海道敷比

北海道敬生

北海道敷生
北海讃轍錐

北海遁

北海道

北海道・サハリン

北海道

北海道

リン東｝

西岸マウ枕

西岸マウ式

西岸マウオ

西岸マウォ

西岸マウゴ

西岸マウオ

西岸マウス

西岸マウま

西岸マウ訪

ン西岸マウオ

西岸マウま

西岸マウま

西岸マウま

西岸マウオ

東ド

東f

グリゴーリエフ

グリゴーリエフ

ピウスツキー

ビウフ

ピウ

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウスツキー

ピウスツキー

ごウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウス

ピウス

ピウスツキー

クンストカメラ

ごウスツキー

ピウスツキー

ごウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウフ

ピウフ

ピウフ

ピウフ

ごウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウス・シェ仁

'キー．

Iキー

キ。

キ。

キ.

キ。

キ。

キ、

キ.

シェ’

シェ’

シェ’

シェ［

シェ［

'エニ

エ’

エI

1897÷

)O：

)O〔

)O:

)0（

)O：

)O：

)O：

)O【

)O：

)O：

)O《

)0【

)O〔

)O〔

)Ⅸ

)Oミ

1903

)0（

)of

)0（

)0（

)0（

)0（

)of

}0〔

lOf

lOf

104

104

104

104

104



839

839

839

839

839-221

3125-

3125-11’

4685-

【調理・鯛度

345-

629-

700-1：

700-16‘

700-241

809-2

811一理

829-4科.：

829-421

829-481

829-521

829-52

839－61

839－68

839－68

839

839

839

839-201

839-201

839-271

【収納！

209-劉

700-弓：

70022/2

70022/2

700－21

70C

70C

70C

70C

70C 旧f

70C

700-241

700-261

700-32

809

809

809

829=36

829-42

20 829-489／I
829-501

829-5：,I

839-：』

839－11

839一4‘

839-6

839-12

839-19

839-20

839-20

839-251

839-27’

3125-1

【住まいI

202－11

700-7

70（

70（

70（ i5

700-2T

700-23

700-23

700-23

700-27

700-27

700-28

820-龍

829-4／〔

829-421
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カミソ

ゴザ編描

イラクサ布織＃

クマ肉吊し劃

帯織機

糸鼻

マキリさや

#』

イヌ用給餌告

ひしや

手拭いか(1

調理曇

調理盆

クマ用脳

行；

耳だらし’

クマ給露

収納袋

箸入れ容謝

手提げ容器

手提げ容畿

脂入れ容器

脂入れ容黒

火打石入巾

↑]着

砥石入れ釜
h着
脂入れ容患

容昌

煙草入れ

容畠

編みかご

鋸みかこ

収納袋

箱容器

収納袋

収納袋

魚用袋

網針・ハサミ入れケー

収納袋
火打石用碧

収納袋

火打石用袋

煙草入れ

家模型

．雷

灰ならし

イヌつなぎ棒

魚干し糊 型

狩小屋樽
狩小屋模型
クマ催模型

魚干し棚模型
家模型

ゴ零

敷物

たいまつ

納屋模雪

多入品 鉄・脳

センノ許

ガマ・シナ・ツルウメモドキ・宗

イラクサ・ヤナギ・タケ・木綿

ハシドイ？・ヤナ室

イラクサ・木綿・オヒョ『

クルミ・イラク→、

マツ

カツ号

ホオノ』

センノキ

エゾマツ

ヤナギ・シラカバ・サルヤナギ析

移入品

'ノ式

移入晶

多入。

サクラ樹E
カツ弓

力．】

シラカバ

移入畠

カツ号

移入皇

移入墨

センノニ

テンキグサ・イラクも

クルミ

シラカノ

シラカノ

アザラシ胃袋
アザラシ胃袋

トド皮・石

ビロード・絹

トド皮・木綿
フイリアザラシ辰

トド胃誓

シラカバ・ヤナギ・サルヤナギ根

魚皮・木耕
シラカバE

テンキグサ・木簡
テンキグt

テンキグサ・アザラシ皮・クジラヒ

テンキグサ・イラクサ・木爵

アシ・イラクサ

モミ樹9 サルヤナギ根

イラクぞ マス皮

イラクサ・マス品

オヒョ『

ガマ・シナ・木蒲

シラ

ホオノキ・イラクサ・鹿角・ニカワ

木綿（ハサミ付
ガマ・シブ

オヒョ『

櫛

シプ

櫛

アザラう

ガマ・木綿・ツルウメモド：

マツ・シラカバ・木寮

ガマ・イラクサ・シブ

マ･二

ナラ・爵

ヤナキ

マワー･木綿
マ･ヨ ヤナギ

力．｛ ヤナキ

ツ？・木綿

マ･ニ

ガマ・シナ・イラクを

ガミ イラクサ

マ．：マツ・シラカバ

マツ・シラカバ

一＆3－

北海道

北海道

北海道

北海通

北海道

'ノシ

沿海地方・北海道・I

シベリア極東

西岸マウカ

西岸マウカ
リン東岸

北海道

サハリン

東サ
項サ

サ

サハリン

I上海道
北海道

|上海道

北海週
北海通
北海道

|上海道

北海道

北海道

ﾝ西岸マウズ

識嘉子
西岸マウカ

西岸マウカ

ﾝ西岸マウズ
西岸

西岸マウカ

西岸マウカ

西岸マウカ

東岸

東岸

ハリン東岸

千」

千』

東．

東

東. ,リン

サ』

サハリン

北海道

北海道

北海逝

北海道

北海遣

北海道

北海道
北海通

北海道

サ ハ リ ン

サハリ易

,リ ﾝ西岸マウプ

西岸マウブ

bリン西岸マウ：

,リン西岸マウニ

､リン西岸マウ：

東岸
東間

ﾝ東脚

ﾝ東胤
ン東員

f墨引

サハリン

東サハリン

ピウ』 シェ仁

ピウ』 シエ仁

ピウ』 シェ仁

ビウ』 シェに

ピウ』 シェに

ピウ； キー

ピウスツキー

ダヴィドフ

グリゴーリエラ

帝国ロシア地理宮
協全

ピウ Iキー

ピウ 'キー

ピウスツキー

ヴォズネセンスキー

グリゴーリエ弓

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウ： キー

ピウ』 キー

ピウ』 キー

ピウ； 工L

ピウ： 工生

ピウ： 工匡

ピウ』 工匡

ピウ』 工臣

ピウ』 工匡

ピウ』 シェに

ピウ』 シエに

ピウス・シェ［

スーブルネンニ

ピウスツキー

ピウ』 キー

ピウ』 キー

ピウ』 キー

ピウ』 キー

ピウ』 キー

ビウ』 キー

ピウ』 キー

ピウ』 キー

ピウ』 キー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

ヴォズネセンスキー

ヴォズネセンスキー

ヴォズネセンスキー

ごウスツキー

ピウスツキー
一

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウ』 シェ仁

ピウ』 シェに

ピ『 シェ仁

ピウ』 シェに

ビウ』 シェに

ピウ』 シエ仁

ピウ』 シェに

ピざ シェに

ピウ』 シェに

ビウ4 シェに

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウフ 'キー

ピウ Iキー

ピウスツキー

クンストカメラ

ピウスツキー

ピウスツキー

IO4

104

)04

1903-05

1894-95

14（

)7（

)06

)06

}0（

}0（

)0J

品-可

)04

)04
品

'0：

103

10：

10《

)O：

罰引
903

)O：

14（

)0（

)O‘

1903-05

191

)0；

而引
)0；

｝0；

)01

)01

)01
一

)03

)01

)OI

)01

)01

19C



市立函館博物館研究紀要第8号

【運搬・補助

【楽器〕

【遊戯ノ

’28

【喫煙

－34－

829-468

829-469

829-509

829-539

839－71

839-ファ

839－91

839－92

839－93

839－94

839-175

839-182

ゴザ

ゴザ

炉ぶち

ゴザ

ゴサ

ゴ雪

女 性 用 枕

男性用枕

男性用寝ゴサ

女性用寝ゴザ

家模型

テンキグサ・オヒョウ・イラク－

ガマ・スゲ・イラクサ・木綿・シナ

マ 署

テンキグサ・オヒョウ・イラク－

ガマ

ガマ

ガマ

シナ

ガマ

ガマ｡

ヤナギ・ブドウヅ異

カヤ・マツ

ナ・木摺

東1

東1

サ．‘

サハリニ

北海道
北海遥

北海通

北海道

一
一

北海追

飛 憲 ＝

1リ〉

！リユ

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウス・シェに

エ:二
｜
皿
眠
一

十
一

工 匡

王j_吾

工 雪

工 雪

王.:_ョ

)06

)06

)06

)06

)04

)04

)04

)04

)04

)04

)04

)04

202-29／2

202-29／2

202-30／3

202-30/3
202-

202-＃

202-.

202-

／4

I／‘

1／‘
1

イヌゾリ用制御棒
イヌゾリ用制御棒

イヌつなぎ首轄

首轄細

ソリイヌ用頭蝕

イヌ用頭1

イヌ用頭i

イヌ用頭ロ

シラズ

シラズ

アザ弓

アザテ

アザラ

アザラ

アザ号

アザラシ皮・木綿・ウマの毛

パ・豊

『・裁

鹿メ
ｆ二

七

木§

木1

木綿

ウマの毛

真議・ウマの毛

サハ1

サハ:．

サハリニ

サハリら

サハリン

サハリン

サハリニ

'ノン

スー弓

スーラ

スープ

スープ‘

スープ

スーョ

スー己

スープ

190

190

190

I90

｝90

)90

190

I90

209-22／3

209-22／3

209-22／3

丸木舟模型

丸木舟模蓄
力・木舟模雪

'ﾉン

'ノン

リン

スープ

スープ

スープ ,ネンコ

209－48

345－14／2
345－19a認

700－三

700-125／2

700-157

733-謡

809-弱

809-浜

809－22

829-426

829-496

829-50言

829-506

829-543

839－22

839－22

839-4｡

839-年

839-183

スキーのストック

野負い紐

かんじぞ

船模型
クマ用首曹

ソリ模型

船模型

板綴船模型

板綴船模型

スキーのストッ

ソリ用スキー

背負い紐

クマ用首哨

便綴船模雪

背負い紐

背負い紐

かんじ三

かんじ言

板綴船模型

マツ・クジラヒゲ・ブドウヅル・式
ラクサ・アザラシ？

シす

クワ・獣皮

マツ？

クルミ・マツ・シナ

イヌ皮・鉄

ヤナギ・シナ・オヒョ壱

マツ・クジラヒゲ・木綿

クルミ・マツ・シラカノで

マツ・クジラヒゲ

マツ

トド皮・アザラシ皮・木綿
ツルウメモドキ・木綿

マツ・テンキグサ・イラクサ・ツル
ウメモドキ

マツ・カツ

イラクサ？・木綿

シナ

マツ？・イラクサ・シナ

イヌ皮・シナ
マツ・サクラ皮・ヤナギ・イラクサ

サハリ＞

北海道

ヤクートビリュイ州・
ザバイカル地方・サノ
リニ

千周
十鼻

f』

サハリ〉

サハリ＞

東サハリ易

サハリ〉

サハリ＞

北海遺敷生

北海道敷生
北海道

北海道

北海道

聴芳~;~ﾖ藩;蚕
ハリン西岸マウフ

ハリン西岸マウブ
‘リン西岸マウプ

スー胃

グリゴーリエ？

グリゴーリエ弓

ビウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

マークカストレン

ヴォズネセンスキー

ブォズネセンスキー

ヴォズネセンスキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス

ピウス・シェロ

ピウスッキー

ピウス・シェロ

ピウス・シェロ

,ネンコ

工 匡

1891

1897斗

1897＋
)03

)03

)03

140

140

140

'06

106

901

106

106

104

104

104

700－25

700-27／2

太鼓

匡匿

トナカイ皮？・絹・木綿
タケ

サハリン西岸マウォ

サハリン西岸マウブ

ピウスツキー

ビウスツキー

1902

1903

700

700

700

700

700

700-201

700-257

700-257

700-257

700-257

700-257

700-257

700-257ロ

700-257

700-257

700-257

700-257

700-257

700-257

700-279a／刀9／6

700-307

700-307

829-398

829-407

839

839

839

15／：

45／

'6／2

竹鉄碇

竹鉄碇

玩具

足or槍

マキ1．

スキー

憾

短謝

サケ用釣

潰し具

方位ゲーム

子供用弓

子供用矢

玩具用ソ↓

ゲーム用棒

子供用矢

子供用矢

子供用矢

ワタリガラス

タケ

タケ・獣皮
マツ

マツ・シナ・針金・木綿

イチイ

ク坐

マツ

ヤナギ・ツルウメモド.号

マツ

マツ

マツ

クルミ

マニ」

ク坐

マ 琴

マ 琴

マ､ﾆﾆ

マ害

マヅ

ヤナギ・ツルウメモドキ

ヤナギ

マツ・イラクサ

マツ・イラクサ・木綿
カー学

カヤ

カヤ

屑サハリ：

|上海ヌ

北

鏡

海Ⅲ

､リン東岸
ノン

ﾝ西岸マウカ

ﾝ西岸マウカ

西岸マウカ

西岸マウブ

西岸マウカ

ﾝ西岸マウカ

東岸
ン東岸

ﾝ東岸
画犀

ﾝ東岸

東岸

東岸

東岸

/東岸

『岸

『岸

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウジ

ピウク

ピウン

ピウコ

ピウフ

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス・シェ仁

ピウス・シェに

ピウス・シェ仁

〕03

〕03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

〕03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)03

)06

)06

)04

)04

)04

839 子供用矢 カー亭 樋 ピウス・シェ仁

178-6/2ab
202－79

煙管

煙管

タケ・真鐘

タケ・真銭

アムール

サハリン

シュレンク

スープルネンニ

1888

1890
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202－79

202－80

煙管
煙管

ダウ

滑一を

真鐘

真錨

202－80 煙管 滑石・真鐘
70（ 灰皿 西岸マウプ

70（ 煙草入巾 トド皮・木新 西岸マウプ
70（ 121 煙草入ｵ1 トド皮・木蒲 西岸マウフ

700-223

700-223

煙管

煙；

滑モ

滑疋

真：

垂
タケ

タケ

700-223 煙； 滑石・真論・タケ ノン東月

東員

東筒

810－ 煙1 千島
829-52 亜管入れ クルミ 東サハリン
839-15 灰」 軽藍
839-18 喫煙具 'ナ・鹿食
)52－44

)52－4E

煙管入れ

煙香 シラカバ根（サビタ？I

Iオノキ 南サ

南サ

スコ

ス労

)52－5C 煙1 タケ・劇 南サ ス皇

)52－52 煙1 中国製青銅 南サ ﾉンシスメ

【服飾

202－4， 魚皮衣
サケ皮・アザラシ皮・タイメニ・赤

サハリン

202-4 樹皮衣 オヒョ吟 木綿・絹・イラクサ ！リ＞

202－54

202－65a 由口止め

アザラう

ビロード
トド皮・スケ

燕一一
202-8’ 鞭 イラクサ・オヒョ弓
202-8 木冊 リニ

345一目； 唄飾帯 ラシャ・木耕 沿海州・北海i
345-：！ サケ・§ ・腿 北海道
345-2

345-24／3

真田紐

前掛け

オヒョ『

オヒョ『

木綿
木綿

北海道

沿海地方・北海進
345-24／3 前掛け オヒョウ・木淵 北海進
345-26／2 頭； 糊 沿海地読 北海通

345－21 樹皮衣 オヒョウ・イラクサ・木欝 }海地沸 北海池
345－31 小1 糊 》海地方・北海通
345-58／3 黙テ クマ爪・月 》海地茨
345－61 鉢ヨ k綿・オヒョウ }海地方・北海誼
482-I 樹皮衣 オヒョウ・木翻 サハリン

482-1

656－51 乳 畿 詞
オヒョウ・木綿

イラク･り サハリン・アムー児

サハリン西岸マウカ700-4／1 魚皮衣
サケ皮・アザラシ皮・ガラス・フニ
ルト・カワウソorテン・真畠

700ー 帽岳 ウミカモ？・イラクサ・オヒョ'‐
700-￥I クル‘ リーフ茜隠ﾓ;ha
700－31 茅覆い アザミ '皮・木綿 リン西岸マウカ
700－31 帽子（冬用 k綿 ヤコウジカ毛皮 リン西岸マウカ

700-45／2

700-4

子供靴

前掛け

アザラシ皮・イラク-6
k綿・ボ

ン西岸マウカ
ン西岸マウカ

700－41 スカー÷ サケ皮・木綿・段 ン西岸マウカ

700－50 広ヨ k綿・イラクサ・ガラス 'ノン西岸マウカ
700－51 イラクサ・木新 リン西岸マウカ
70［ 帽己 シラカバ・ヤナギ・木閑
70［ 37／4 刺しゅう見卦 kホ サノ リン西岸マウカ
70［ 37／5 iﾘしゅう布 ごロード・木綿・イラクサ リン西岸マウカ
70C 137/5 刺しゅう刊 木綿・イラクサ リン西岸マウカ

=

35

70C

70C

雁密

I7a／』

刺しゅう許

刺しゅう見刻

侭綿・イラクサ・ビロー’

k綿
… 爵マウカ
リン西岸マウカ

70［ 37a/』 刺しゅう見刻 側 リン西岸マウカ

70［ 股I イヌ皮・木綻 lノン西岸マウカ

70〔 獣皮衣
アザラシ皮・テン皮・木綿・絹・編
子・ツルウメモド署

リン西岸マウカ

70［ )1（ 被りもa ブドウヅル・ガラス・木弗 '西岸マウコ

70［ フトイorスゲ・ガラス・木禍 西岸マウカ

70［ もα フトイorスケ・ブドウヅル・木蒲 西岸マウカ

70［ もα ガマorスウ 西岸マウフ

70〔 も電
オヒョウ・シナ・木綿・ジャコウう
力展

/西岸マウニ

70〔 もα 木瀞 ﾝ西岸
70［ もα リス・木綿・ガラコ ﾝ西岸マウプ
70【 而 ヨ被りもa ごロード・木綿・コウモ 西岸マウカ

70〔 頚飾帯 木綿・ヤナギ ン西岸マウカ

70〔 9-1 頚飾帯 木瀞

70（

70【

)5

)6

腹1

腰痛用藷

慨

木爵

,ヤナギ・ガラス・絹

クルミ

ﾝ西岸マウプ
西岸マウプ

70（ 》7 脇腹痛用紐（治療用） 樹 ヤナギ・トドマ.､, サハL 西岸マウフ

700-215／2 男性用皮靴(冬斥 アザラう 西岸マウブ

700-22 スカー÷ ゴマフアザラシ皮・サケ皮・蒜 東員

700-227 下帯（チャハチャンキ 木綿・絹・毛展 東員

700-228 おしめ 樹 ﾝ西岸マウプ

700-22 おしめ 月・木綿・ツルウメモドキ 東間

700-23 イラクサ・木綿 '東岸’
700-24 胸紐（女性用） 綿・ヤナキ

700-25（ 胸紐（男性用） 綿

700-25 腹帯 木綿
700=251 日覆い 木綿・ガラス

700-25 嫡子 衣錦 '東岸

700-254 零冠 テンキグサ・木淵 ン東員

700-251 足紐 木綿 一 '東岸

700-251 木粥 リン東揖

－35－

スーブルネンニ

スープルネンニ

スープルネンニ

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

海軍省

ピウスツキー

ビウス・シェロ

ピウス・シェロ

ノャコ言

ノャコフ

ノャコフ

ノャコラ

スープルネンニ

スー. 'ネンコ

スーラ ン二

スー. ン二

スーヲ ン．

スープ ンこ

ﾂリー リエラ

プリゴーリェフ

リゴー エー

リゴー エフ

コー 工言

ゴー ノエフ

グリゴ 工言

グリゴーリエフ

ブリゴーリエフ

グリゴーリエラ

ポシェット

ポシェット

シュテルンベル。

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ごウスツキー

ピウスツキー

ごウ キー

ピウ 1キー

ピウ ‘キー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー
ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ごウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

キー

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ごウスツキー
ごウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

189

品

－

1880

191

897＋

197十

197割

197十

197十

197斗

197＋

197斗

'91

'0：

10（

'0（

'0（

'03

'03

'03

'03

'03

103

品

10：

)01

101

101

IOl

lOI

l0；

)O；

)O；

lOI

)01
一

)01

)03

)03

)03

903

)Ol

)01

)0

)0

19C
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－36－

700-262

700-264

700-286

700-287

700-288

700-289

700-290

700-291

700-292

700-295

700-297

700-298／2

700-299/2
700-300

700-301

700-308

700-3鱈

700-320

700-321

700-322

700-326／2

810-里

820-塁

829-329

829-330

829-354

829-356

829-357

829-358

829=359

829=362

829-366

829-368

829-370

829-372

829-373

829-373

829-374

829-375

829-378

829-378

829-379

829-380

829-381

829-384

829-387

829-391

829-392

829-406

829-4寵

829-477

829-478

829-483

829-528

829-538

829-542

837-179

839-許

839－26

839－27

839－28

839－33

839－38

839－38

839＝41

839－47

839-妬

839-5胃

839－52

839-53

839‐55

839－65

839－69

839-7s

839－79

839-82／
839－82

839-83／
839-8

839-8

839－87

839-8

839-8

839-9

839-96／‘
839-9

幣冠

靴(子供用）
帽子（子供用）
胸細

頚飾帯

腕環（子供用】

文様布
おしめカバー

帽子（女性用】

体巻（手拭い）
股引〈子供用1

手目

|;礎l…E濁副

下帯
頚飾帯

脚鶴

腕憲

鉢巻（女性用】

手岸

手甲

樹皮衣

刀掛帯
帽子

子供服

畿鵠調一一一一
投引（女性用）

脚紳

チャンチャンニ

刀掛帯

手袋（男性用
帽子

幣兎

帯（子供用）

射痔詔

戊月’

脚縛

前掛け

魚皮衣

刀掛帯

帯（女性用）

垂げ飾り

樹皮衣

幣売

幣彊

幣冠

帽子

前掛け（男性用）
前掛け（男性用）
耳飾り

かんじき用靴
剛器

帯（女性用）

幣冠

幣冠

頭巾

帯（若者用）

(首）飾I

首飾り

耳飾り

脚幹

脚紳

モンハ

酎皮菰
色布置文衣
一

男性用鉢巻

脚紳

ワラジ

I子

タン

，女習作刺しゅう布

幣冠

に癖

k綿
k綿

木綿

木綿

木綿・ガラニ

木綿

オヒョウ・木綿

オヒョウ・木綿

k綿
に蔀

木錦

木綿・ガラコ

ビロード・ガラス・木錦

木綿

木綿・絹

オヒョウ・イラクサ・木綿

ツルウメモドキ・木綿・絹・ヤナギ
ヤナギ・イラクサ

イヌ・クマ・木綿・嬬子・絹・ガラス

k綿
k綿・ガラヌ

k綿
に錦

k錦
K粥

テンキグサ

テン・イヌ・フイリアザラ参

シミガモ？・木綿・テン毛皮
イラクサ・ガラー

許 籍一一
k綿・ガラコ
イラクサ・木綿
イラクサ・木綿
k綿・イラクサ

イラクサ・木綿
這毛orイヌ・木綿

イラクサ

k綿、絹
アザラシ・木綿

魚皮（サケ？）・絹・木綿・真銭・§
k綿・イラクサ・サケ辰
魚度（チラシキI
に綿・絹・イラクサ
フトイ・木綿・魚皮
魚皮・木削
コハク・ガラス

K鋸

ヤナギ・絹・木綿
k綿・「寛永通宝」
オヒョウ・木綿
ブドウヅル・シナ・ヤナギ・クマ爪

ツルウメモドキ・木綿・シナ・ヤナ
ギ・ブドウヅル

ヤナギ・絹・木綿・ブドウヅル

k綿・オヒョウ
オヒョウ・木綿

函
真銭・鉛

鶏ユー－－－－－
オヒョウ・木綿
ワシ端・ガマ・メリンス・ヤナギ。
イラクサ・木綿

木綿・イラクサ・絹・ブドウヅル
ヤナギ

k綿・ブドウヅル
オヒョウ・木舟

鉛・イラクセ

ガラス・木劇
真鐘

k綿
木綿
ネノ

木綿

オヒョウ・イラクサ・木新

木1
に綱

オヒョウ・木糸

く耕

く綿・イラクサ

スゲ・ブドウヅノ

綿・ガラス

綿

木綿

サハリン東岸

サハリン西岸マウカ

サハリン
十詐

手上.‘

サハリン

東●！

東●！

東1

東寸

東寸

東1

東寸

東サ

東サノ
サノ

東寸

東．！

東寸

東サ

東サハリン

サハリ島

サハリン

東サ

東サ

東サ！

東サ‘

サ ハ リ ン

北海通
北海逆

北海道

北海遣

北海道

北海逆

北海道

渥
北ガ

北曲

綴 ＝
北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

|上海道

霧§＝＝＝
韮謹道
燕覆
可藩彊一
北海道
北海道

北海道

北海道
サ ハ リ ン

,リン西岸マウ声

リン東岸

ノン

ノン

ノン

!リ〉

リン

リン

リン

リン

リン

ノン

東！

東岸

東）

ﾝ東岸

東岸

東）

梁2

ﾝ西岸
ﾝ東岸

東岸

西岸マウゴ

ﾝ東岸

ピウフ

ピウコ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウフ

ピウフ

ピウフ

ピウア

ピウス

ピウフ

ピウフ

ピウフ

ピウフ

ピウフ

ピウフ

ピウニ

ピウブ

ピウスツキー

海軍省
クンストカメラ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウス

ピウン

ピウコ

ピウスツキー

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ビウス

ピウヌ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ

ピウス

ピウヌ

ピウス

ピウス

ピウヌ

ピウス

ビウス

ビウス‘

ピウス

ピウス

ピウス

ビウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス‘

'キー
一

寺
イ

ー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

ツキー

Iキー

『キー

キー

キー
÷

イー

キー

キー

キー

シェI

シェI

シェI

シェI

シェ1

シェI

シェI

シェI

シェI

シェ【

シェI

シェI

シェI

シェI

シェI

シエ【

シェ【

シェ［

シェI

シェ［

シェ［

シェに

'シェー

工 雪

工三

工三

エニミ

工言

工 雪

工 雪

1903

1903

1903

1906

L－

)0：

)O：

)0：

)0：

)0（

)O：

)0：

)0（

)O：

)O《

)O：

）O：

)O：

)O：

)O：

)0$

)O：

)O《

〕2（

)01

〕0（

)0（

)01

)01

)01

1906

)0（

)0（

)01

)01

)01

)01

)0（

)01

)01

)01

)01

)01

)0（

)01

)0（

)0（

)0（

)01

)0（

)0（

)01

)01

)01

)01

)01

)Od

)04

904

)0J

抑

)0J

)O』

卿

)01

砂

畑

岬

90J

)O』

)02

)04

)01

)0J

)01

)04

104



長谷部一弘：在サンクトペテルブルグアイヌ資料の研究

【絵画・習字

【加工材料

【動・植物標本

－37－

839-9〔

839

83唱

83§

83@

839

839

839-225a

839-263／3

839-263／3

839-265

839-282

2803-33／2

2803-5

4375-

)52

)52

)52

)52

15-：

15-』

15－7／：

15－，1

15-：

15－1

履きもり

色布置文衣

帽弓

胸飾号

脚欝

白布切抜文菰
色布置文衣

頚飾蕉

上。

幣売

布切巾

布切巾

布切れ

布切ｵ1

腕当て（治療用

喉当可

幣売

耳飾ﾄノ

刺しゅう布

魚皮菰

ブドウヅル・木綿

衣綿・オヒョウorツルウメモドキ

シラカバ・シナ・ブドウヅル

マ署‘

ガマ・シナ・木締
木綿・コールテン

衣綿・ビローI

ビロート

イラク￥

オヒョウ・木耕
求綿・メリンス

ヤナギ・鹿負

,品､‘

木綿

更紗

木綿・ヤナギ・ガラス

木綿

真議

木綿・絹・ツルウメモドキ

綻綿・辞

オヒョウ

サケ皮・アザラシ皮・木綿・ガラス

ガラジ

ウサキ

真：

木1

北海ヨ

北海通

北海通
北海通

北海髄

北海弛

北海池

北海弧

北海遡

沿海地方

サノ

サ」

サ』

サハ：

サハ1

南サノ

サハ．

サハ：

サハ，

リン

リン

リン

ンタライカ調

ピウラ

ピウン

ピウコ

ピウス・シェ仁

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ビウス・シェに

ボリャコ胃

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウフ

ピウジ

ピウスツキー

ピウスツキー

リャコ：

リャコ？

ソャコ3

シェロ

主
イ

キー

工L

工匡

1904

1904

1903-0

1903-0

1903-0

1924十

1903-0

1903-0

】04

)04

)04

)04

)04

)04

)04

)04

)04

)04

｝80

180

180

旧0

)14

)14

839-103／3

839-118／4

内
『
四

句
エ

■

、■

･坐判

『
Ｊ

句
坐

アイヌ脂

アイヌ淵

アイヌ紺

アイヌ淵

アイヌ患

習弓

領収書

絹地

絹地

絹地

絹地

絹地

雁皮紙・コウゾ綴

北海池

北海道

|上海釦

北海通

北海通

北海迫

北海通

グリゴーリエフ

グリゴーリエフ

グリゴーリエフ

グリゴーリエフ

グリゴーリエフ

ピウス・シェロ

ピウス・シェロ

187（

)79

I79

179

179

)04

)04

202－25

209－31

209-33／3

345－22

700－33

700-72／3

700-273／2

700-276

829-369

829-431

829-500

829-500／3

829-500/a
829-500／6

829-500/b

829-500／e
829-500

829=500

829-533

829-534

829-535

839-：号’

839-愚

839-富

839-

839‐

839-

839

839-

839.

839-

839－81

839-192

839-200

839-21＄

839-21畠

3125-1

イラクサ（束
スヶ（束）
イラクサ（束
オヒョウ（糸玉
ホタテガイ（燈油の器用
テンキグサ（束
マ.ら

マ画二

鯉（トンコリ弦用）

ブドウヅル（束

ツルウメモドキ（束

ツルウメモドキ（束
イラクサ（束

ツルウメモドキ（束
イラクサorツルウメモドキ（束
ツルウメモドキ（束
イラクサ（束
イラクサ（束

オヒョウ（束

オヒョウ（束
ホオノキ？

オヒョウ（束）

オヒョウ（束

オヒョウ（束．
オヒョウ（束）

シナ（束I
クサ（束）

イラクサ・シナ（束

イラクサorツルウメモドキ（束二
シナ（束！

オヒョウ（糸玉）
シナ（束I

オニガヤ・シナ（束

イラクサ（ローブ用

シナ（束

ナ（糸玉
シナ（束

サハリ〉

サハリユ

サハリ〉

沿海地方・北海道
サノ

北海道
北海道

北海通

北海道

北海道

北海道
北海通

北海週

北海道

|上海道
北海道

北海遺

上海道

北海適

サ ハ リ ン

'ノン

蒸鑑
東岸

東岸

スープ

スープ

スープ

グリニ
ピウスツキー

ピウスツキー

ピウ,

ピウ』

ピウ；

ピウ;

ピウ』

ピウ易

ピウ易

ごウフ

ごウフ

ピウ；

ピウラ

ごウフ

ごウフ
ピウ易

ごウコ

ピウク

ピウコ

ピウコ

ピウコ

ピウ易

ピウ易

ピウヌ

ピウヌ

ピウヌ
ごウコ

ピウヌ

ビウヌ

ピウヌ

ビウヌ

ピウヌ

ピウスツキー

,ネンコ

'ネンコ

,ネンコ

リエフ

rキー

'キー

'キー

'キー

1キー

シェ’

シェI

シェI

工雪

工雪

工匡

189（

1891毒

1891芋

1897十

1925＋

〕03

〕03

)03

)03

)06

)06

)06

)06

)06

)06

)06

)06

)06

)06

)06

lO6

)06

)04

)04

)04

)04

lO4

103

)04

)04

'04

'04

209－37

345-窪

700-昼

700－67

700－79

700-99／2

700-99／2
700

700

709

700

700 18a

エゾノウワミズザクラの実（保有
食用）
シナ

コンブ（束】
トド険菖

コンブの根

トドB

トドE

トド皮（厚
トド皮（毛付

ハナウド

ヤハズゴボウの茎（食用
ヤハズアザミの葉

畠（柔）

E（柔）

サハリン

サ』

也方・北海道

リン西岸マウメ

リン西岸マウメ

… …

リン西岸マウオ

､リン西岸マウカ
､リン西岸マウカ

ン西岸マウズ

西岸マウズ

西岸マウメ

ﾝ西岸マウカ

スープルネンニ

グリゴーリエラ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス

ピウス

ピウス

ピウスツキー

キー

キー

キ.

1891

1897＋

｝0：

)O：

)O：

)O：

)O：

)0：

)O：

)O：
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註1：収集欄のピウスはピウスツキー、シェロはシェロシェフスキー

註2：収蔵年の＊は収集，＋は登録

註3：収集地の「北海道」の原表記は「EcoJ(エゾ）
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３
’
３

700-17

700-17

700-30

700-30

700~39

829.

829.

829.

829.

829

829.

829

829.

837-

837-

837-掴

837一驚

839-5／2

839-40／3－：

839-18

839-19（

839-28

839-28（

839-28

839-28（

2803-13／’

2803-3

i／2

15／’

15

15／

ニシン脂（灯明用

トド脂（食用）
オオハナウド？

エゾマツの＃

オオウバユリ士

サケorマフ

カラフトマス皮

イトウ屋

ハンノキ9
オオハナウI

エゾエンゴザィ

オオウバユリ澱粉（団子用）
マツ根（束

ホッキガィ

ホタテガイ

カイメン

クルミ殻

ハンノ寿

カジキマ匪盲、一塁ﾖI

コムギ

トリカブト

オオウバユリのリンケイ

ガマ・スゲ

スゲ（束）
ガマ（束）

力ワシンジュガイ

エゾエンゴサク

サハ#』

サハ1，

東サノ‘

東サノ‘

サハ噂

東サノ

東サノ､

サハ堵

サハ･I，

サハリ

東サハリン

サ ハ リ ン

サ ハ リ ン

サハ;獣

サハも

サ ハ リ ン

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道

北海道
サ ハ リ ン

サ ハ リ ン

西岸マウプ

西岸マウプ

ピウスツキー

ピウスツキー

ピウス

ピウス

ピウ．

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ビウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ピウス

ビウス

ピウス

ピウスツキー

｝キー

｜
ｒ
百
一

〒
一

工皇
｜

■

■

一

千
一

工匡

lOI

lOl
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lOl

IOl

lOl

lOl

lOl
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lOI

IOl
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)0
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長谷部一弘：在サンクトペテルブルグアイヌ資料の研究
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MA3資料実測略図

－40－

829-339

雄グマの帯

ピウスッキー

東サハリン1906

839-275

イヌの頭のイナワ

ピウスツキー、〉

北海道1904

シェロシェフスキー

829-370

帽子

ピウスッキー

東サハリン1906



長谷部一弘：在サンクトペテルブルグアイヌ資料の研究

Lー－-』

－41－

700-27

家模型

ピウスッキー

サハリン東海岸 1903

3-10

ソリ模型

マーク、カストレン他

ヤクート・ビリユイ州､ザバイカル地方､サハリン

収蔵年不明

809-22

板綴船模型

ヴォズネセンスキー

千島1840
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829-396

木偶
ピウスッキー

束サハリン1906

839-2786／5

棒酒箆

ピウスツキー、シェロシェフスキー

北海道1904

829-439

定置網

ピウスッキー

東サハリン1906

～巴二一

顕？

839-194

護符

ピウスツキー、シェロシェフスキー

北海道1904

829-347

槍

ピウスツキー

サハリン1906

~／

829-5126

アザラシ狩用おとり模型
ピウスツキー

サハリン1906

－42－



長谷部一弘：在サンクI､ペテルブルグアイヌ資料･の研究

〃/~
＝

839-143

釣針（釣糸付）

ピウスツキー、シェロシェフスキー

北海道1904

700-130

錐

ピウスッキー

サハリン西海岸マウ麦 1903

105240

根掘り棒
ポリヤコフ

南サハリンシス索 1880

700-155

男性用小刀
ピウスッキー

サハリン西海岸マウ垂

700-222／2

フイゴ

ピウスツキー

サハリン東海岸

－43－

1903

1903

~」



700-10

匙

ピウスツキー

サハリン1903

700-133

火打ち入れ
ピウスッキー

サハリン西海岸マウ室

829-489／6

箱容器

ピウスツキー

東サハリン1906

1903

市立函館博物館研究紀要第8号

700-226

－44－

盆

ピウスッキー

サハリン東海岸 1903

700-154

脂入れ容器

ピウスツキー

サハリン西海岸マウ室 1903



長谷部一弘：在サンクトペテルブルグアイヌ資料･の研究

700-157

クマ用首輪

ピウスツキー

サハリン西海岸マウ室 1903

839-226

背負い紐

ピウスツキー、シェロシェフスキー

北海道敷生1904

さ

－

一

202-65a・6

袖口止め

スープルネンコ

サハリン1890

－

「

829-496

ソリ用スキー

ピウスツキー

サハリン1906

829-520

煙管入れ

ピウスツキー

東サハリン1906

700-7

帽子

ピウスツキー

サハリン西海岸マウ圭

－45－

1903



700-39

帽子（冬用）
ピウスッキー

サハリン西海岸マウ室

700-251

腹帯

ピウスッキー

サハリン東海岸

－ ﾆ ｰｰｰﾆ

829-368

手袋（男性用）
ピウスッキー

東サハリン1906

1903

L903

市立函館博物館研究紀要第8号

700-184

－46－

幣冠

ピウスツキー

サハリン西海岸マウ刀

胆

1903

700-308

頚飾帯（護符付き）
ピウスッキー

サハリン東海岸1902



長谷部一弘：在サンクトペテルブルグアイヌ資料の研究

829-391

靴

ピウスツキー

サハ'ノンL906

房、．－‐

一

700-65a

ブンブン独楽（玩具＞

ピウスッキー

サハリン西海岸マウ室

700-145／3

竹鉄砲（玩具）
ピウスッキー

サハリン西海岸マウ室

一口､｡』岡

苧

1903

一一

三

一

1903

839-97

ワラジ

ピウスツキー、シェロシェフスキー

北海道1904

700-257k

話（玩具）
ピウスツキー

サハリン東海岸

－47－

1903
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印■
－

｡

毎一一
戸一＝

700-279a・6

方位ケーム（玩具）
ピウスツキー

サハリン東海岸1903

829-429

納屋模型
ピウスツキー

東サハリン1906

謹吻

鶴_笠同
Ｆ
昼

ー｡

829-539

ゴザ

ピウスツキー

サハリン190（

209-31

スケ繊維束

スープルネンコ

サハリン1891（収集)、1896

､尋§砦

839-6

オヒョウ繊維束

ピウスツキー、シェロシェフスキー

北海道1904

829-500r

イラクサ繊維束
ピウスツキー

サハリン1906

－48－
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